


ら
い
い
生
ご
み
を
た
く
さ
ん
分
別
よ
く
出

し
て
い
た
だ
き
、
わ
れ
わ
れ
３
人
が
い
い

た
い
肥
を
作
っ
て
田
ん
ぼ
に
入
れ
て
、
そ

こ
で
と
れ
た
も
の
を
お
い
し
く
食
べ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
が
ほ
ん

と
の
資
源
循
環
で
し
ょ
う
」（
笑
）。

有
機
セ
ン
タ
ー
に
家
庭
生
ご
み
処
理
事

業
を
引
き
継
ぐ
ま
で
、
生
ご
み
リ
サ
イ
ク

ル
事
業
を
支
え
て
き
た「
有
機
の
里
川
西
」

（
上
村
源
司
会
長
）
副
会
長
の
北
野
一
美

さ
ん
は
次
の
よ
う
に
語
り
ま
す
。

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
や
っ
て
き
た

こ
と
が
、
こ
ん
な
形
に
結
び
つ
い
て
び
っ

く
り
し
て
い
ま
す
。
先
月
私
た
ち
の
取
り

組
み
の
ひ
と
区
切
り
の
会
を
し
ま
し
た

（
下
の
写
真
）。
シ
ル
バ
ー
の
人
た
ち
が
毎

日
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
に
感
謝

し
た
か
っ
た
か
ら
で
す
。
寂
し
い
気
持
ち

も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
日
は
や
っ
ぱ
り
う

れ
し
い
で
す
ね
。
ま
た
何
か
お
手
伝
い
し

た
く
な
り
ま
し
た
」（
笑
）。

そ
の
６
月
14
日
c
、
４
年
間
作
業
に
従

事
し
、
有
志
の
活
動
と
し
て
最
後
の
家
庭

生
ご
み
を
収
集
し
た
小
林
正
信
さ
ん
（
中

仙
田
・
68
歳
）
は
、
「
大
雨
や
吹
雪
の
日

も
あ
っ
た
ど
も
、
い
い
運
動
に
な
っ
た
っ

け
て
。
何
と
な
く
寂
し
い
ど
も
、
仕
事
も

い
っ
し
ょ
に
新
し
い
し
ょ
に
循
環
そ
」と
、

笑
い
な
が
ら
思
い
出
を
語
り
ま
し
た
。

施
設
の
完
成
で
新
し
い
局
面
を
迎
え
た

生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
で
す
が
、
こ
れ

か
ら
が
本
番
、
行
政
も
生
産
者
も
消
費
者

も
犬
も
猫
も
、
み
ん
な
が
資
源
循
環
の
輪

の
中
に
い
ま
す
。
み
ん
な
が
主
役
で
す
。

最
後
に
北
野
さ
ん
の
言
葉
で
結
び
と
し

ま
す
。

「
生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
は
仕
事
と
し
て

考
え
た
ら
で
き
ま
せ
ん
。
生
活
の
一
部
に

し
て
し
ま
え
ば
い
い
ん
で
す
」。

「
環
境
に
負
荷
を
か
け
な
い
資
源
循
環
型
社
会
の
構
築

と
地
域
農
業
の
発
展
に
資
す
る
」
こ
と
を
目
的
に
、
平
成

15
年
10
月
か
ら
工
事
が
進
め
ら
れ
て
き
た
川
西
有
機
セ
ン

タ
ー
（
木
落
）
が
完
成
し
、
７
月
１
日
F
に
し
ゅ
ん
工
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

生
ご
み
な
ど
を
た
い
肥
化
し
、
有
機
肥
料
と
し
て
活
用

す
る
た
め
に
整
備
さ
れ
た
こ
の
施
設
が
稼
働
す
る
こ
と

で
、
地
域
全
体
の
環
境
意
識
や
農
業
生
産
の
方
向
が
大
き

く
転
換
す
る
可
能
性
も
出
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
施
設
整
備
に
は
、
地
道
な
住
民
活
動
の
後

押
し
が
あ
っ
た
こ
と
も
特
筆
に
価
す
る
こ
と
で
す
。

し
ゅ
ん
工
式
の
式
辞
で
田
口
市
長
は
、

「
施
設
建
設
の
き
っ
か
け
は
、
平
成
11
年

度
に
（
旧
川
西
町
の
）
住
民
有
志
が
家
庭

生
ご
み
の
た
い
肥
化
に
取
り
組
ん
だ
こ
と

で
す
。
13
年
度
に
は
生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル

の
住
民
組
織
『
有
機
の
里
川
西
』
が
設
立

さ
れ
、
以
来
四
百
余
人
の
会
員
が
中
心
と

な
っ
て
生
ご
み
の
収
集
か
ら
た
い
肥
化
事

業
に
取
り
組
み
、
今
日
ま
で
続
け
て
き
た

こ
と
が
大
き
な
力
と
な
り
ま
し
た
」
と
、

住
民
活
動
が
施
設
整
備
の
原
動
力
に
な
っ

た
こ
と
を
強
調
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
活
動
と
連
動
し
て
稲
の
有
機

栽
培
や
減
農
薬
減
化
学
肥
料
栽
培
が
年
々

増
え
、
今
で
は
川
西
地
域
の
水
稲
耕
作
面

積
８
２
８
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
う
ち
２
３
３
ヘ

ク
タ
ー
ル
（
28
・
１
％
）
に
ま
で
伸
び
て

き
て
い
ま
す
。

旧
川
西
町
で
は
、
こ
う
し
た
動
き
を
と

ら
え
て
、
資
源
循
環
の
ま
ち
づ
く
り
や
環

境
保
全
型
農
業
の
推
進
を
柱
と
す
る
環
境

基
本
計
画
を
策
定
し
、
環
境
先
進
地
を
目

指
し
ま
し
た
。

有
機
セ
ン
タ
ー
は
そ
の
拠
点
施
設
と
し

て
農
林
水
産
省
の
補
助
を
受
け
て
整
備
し

た
も
の
で
、
川
西
地
域
の
全
世
帯
か
ら
収

集
し
た
家
庭
生
ご
み
に
豚
ふ
ん
、
き
の
こ

廃
菌
床
、
も
み
が
ら
を
加
え
て
た
い
肥
を

作
り
ま
す
。
１
日
あ
た
り
の
処
理
量
は

４
・
９
ト
ン
、
年
間
た
い
肥
生
産
量
は
５

９
５
ト
ン
で
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
稲
作
用

有
機
肥
料
と
し
て
使
わ
れ
る
ほ
か
、
個
人

用
に
も
販
売
さ
れ
ま
す
。

生
ご
み
か
ら
た
い
肥
に
な
る
ま
で
は
、

平
均
し
て
１
次
発
酵
に
７
日
間
、
２
次
発

酵
に
７
日
間
、
後
熟
に
28
日
間
、
合
計
で

42
日
間
が
必
要
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
最

初
の
た
い
肥
が
出
来
上
が
る
の
は
秋
口
に

な
る
見
込
み
で
す
。

施
設
の
管
理
運
営
は
、
農
業
生
産
組
織

と
Ｊ
Ａ
十
日
町
で
構
成
す
る
「
川
西
有
機

セ
ン
タ
ー
管
理
組
合
」
が
行
い
ま
す
。

組
合
長
で
あ
り
、
生
産
組
織
㈱
千
手
代

表
取
締
役
の
柄
沢
和
久
さ
ん
は
、
「
た
い

肥
を
作
る
側
と
使
う
側
が
一
体
と
な
っ
た

組
織
が
特
徴
で
す
。
た
い
肥
は
約
３
０
０

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
水
田
に
利
用
し
ま
す
。
18

年
産
米
か
ら
『
こ
だ
わ
り
米
』
と
銘
打
っ

て
高
付
加
価
値
米
と
し
て
販
売
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
」
と
、
組
織
運
営
と
新
し

い
ブ
ラ
ン
ド
米
生
産
に
意
欲
を
燃
や
し
ま

す
。ま

た
、
有
機
セ
ン
タ
ー
で
の
作
業
や
実

質
的
な
施
設
管
理
の
責
任
者
で
あ
る
丸
山

喜
一
セ
ン
タ
ー
長
は
、
新
し
い
施
設
の
完

成
に
こ
ん
な
思
い
を
寄
せ
ま
す
。

「
あ
ん
ま
り
立
派
な
施
設
が
で
き
た
ん

で
緊
張
し
ま
す
ね
（
笑
）
。
家
庭
生
ご
み

を
中
心
と
す
る
た
い
肥
セ
ン
タ
ー
は
全
国

で
も
初
め
て
だ
と
い
い
ま
す
。
皆
さ
ん
か
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しゅん工式直後の施設見学会

これからの協力を誓い合う丸山さん（右）と北野さん

名　　称 川西有機センター

敷地面積 9,348㎡　　

延床面積 1,695.19㎡　　

構　　造 鉄骨平屋建

計画能力 １日あたり処理量4.9トン　

年間たい肥生産量595トン

施設内容 混合槽、一次発酵槽、二次発酵槽、後熟槽、生

成物置場、洗浄室、事務室など

機 器 類 自走式混合たい積機、収集容器洗浄機、袋詰

装置、たい肥成分等分析器、タイヤショベル、

フォークリフト、生ごみ収集車及び収集容器

工　　期 平成15年10月～17年６月

事 業 費 ４億6,344万4,000円（内訳：国庫補助金２億

2,368万円、借入金１億7,170万円、一般財源

6,806万4,000円）

施設の特徴 吸気送気微生物発酵により生じた発酵ガス

を循環させ、安価で良質な堆肥を製造

管理運営 農業生産組織とＪＡ十日町で構成する川西有機

センター管理組合が受託し、生ごみ収集、たい

肥の製造・販売、散布を実施

■施設・事業の概要■

１次発酵槽
（７日間）

２次発酵槽
（７日間）

後 熟 槽
（28日間）

生成物置場

住
民
の
活
動
が
き
っ
か
け

施
設
と
生
産
者
が
直
結

仕
事
と
し
て
で
は
な
く
…

た
い
肥
ま
で
42
日
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繰
越
分
や
災
害
関
連
分
を
除
い
た
平
年

ベ
ー
ス
で
の
予
算
を
△
２
・
９
％
に
抑
え
、

災
害
対
策
を
最
優
先
し
て
予
算
付
け
を
し

ま
し
た
。

一
　
般
　
会
　
計

73
億
６
、
３
５
０
万
円

16
年
度
繰
越
分
51
億
２
、
２
５
０
万
円

17
年
度
分
　
　
22
億
４
、
１
０
０
万
円

簡
易
水
道
・
下
水
道
・
農
業

集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

22
億
４
、
９
０
０
万
円

16
年
度
繰
越
分
15
億
９
、
９
８
０
万
円

17
年
度
分
　
　
６
億
４
、
９
２
０
万
円

合
併
に
起
因
す
る
人
件
費
の
削
減
は
３

億
５
、
３
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
を
財
源
に
、
上
下
水
道
事
業
や
除
雪
、

健
康
診
査
、
医
療
費
助
成
な
ど
多
分
野
に

わ
た
り
住
民
負
担
の
軽
減
や
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

市
役
所
本
庁
や
各
支
所
、
す
べ
て
の

小
・
中
学
校
な
ど
市
内
全
域
に
点
在
す
る

公
共
施
設
98
か
所
を
光
ケ
ー
ブ
ル
で
結
び
、

情
報
通
信
基
盤
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

17
〜
18
年
度
継
続
事
業
で
総
事
業
費

５
億
８
、
２
４
０
万
円
。
17
年
度
は
実
施

設
計
、
18
年
度
は
建
設
工
事
を
行
い
ま
す
。

16
〜
17
年
度
継
続
事
業
で
総
事
業
費

12
億
９
、
４
２
０
万
円
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
の
完
成
（
18
年
３
月
予
定
）
に

よ
り
、
９
年
度
か
ら
続
い
た
賑に
ぎ

わ
い
空
間

創
出
事
業
は
完
了
と
な
り
ま
す
。
Ｒ
Ｃ
造

一
部
鉄
骨
造
、
地
上
３
階
・
地
下
１
階
建
、

総
面
積
３
、
６
１
６
㎡

旧
村
内
４
保
育
所
を
統
合
し
、
一
時
保

育
や
乳
児
保
育
な
ど
に
対
応
し
た
保
育
所

を
整
備
し
ま
す
。
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

も
併
設
し
ま
す
。
Ｒ
Ｃ
造
一
部
２
階
建
、

総
面
積
１
、
９
１
０
㎡

奴
奈
川
地
区
に
鉄
塔
１
基
建
設
し
ま
す

（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
負
担
金
７
５
０
万
円
）
。

こ
れ
に
よ
り
松
代
地
域
の
不
感
地
区
18
か

所
の
う
ち
２
か
所
が
解
消
さ
れ
ま
す
。

ゲ
レ
ン
デ
の
危
険
か
所
を
解
消
し
拡
張

整
備
を
図
り
、
利
用
効
率
を
高
め
ま
す
。

総
面
積
５
５
、
１
０
０
㎡

・
震
災
復
興
を
最
優
先

・
合
併
の
メ
リ
ッ
ト
確
保

・
高
速
情
報
通
信
網
整
備
（
新
規
）

震
災
復
興
を
最
優
先

96
億
１
、２
５
０
万
円

合
併
の
メ
リ
ッ
ト
確
保

〈
新
規
〉

〈
新
規
〉

中
央
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

設
計
委
託
（
十
日
町
）

１
、５
７
０
万
円

〈
新
規
〉

〈
新
規
〉

千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
整
備
事
業（
川
西
）

10
億
７
、９
２
０
万
円

〈
新
規
〉

〈
新
規
〉

高
速
情
報
通
信
網
整
備

16
億
２
、３
９
０
万
円

〈
新
規
〉

〈
新
規
〉

公
立
保
育
所
施
設

整
備
事
業
（
中
里
）

６
億
５
、５
０
０
万
円

〈
新
規
〉

〈
新
規
〉

携
帯
電
話
通
信
不
感
地
域

解
消
事
業
（
松
代
）

６
、０
０
０
万
円

〈
新
規
〉

〈
新
規
〉

松
之
山
温
泉
ス
キ
ー
場
ゲ
レ

ン
デ
整
備
事
業
（
松
之
山
）

２
億
５
、４
４
０
万
円

平成17年度 十日町市予算

前年比146億9,740万円・25.3％増

一般会計　464億3 ,100万円

特別会計　263億5 ,550万円

十
日
町
市
の
17
年
度
予
算
総
額
は
、
一
般
会
計

と
11
の
特
別
会
計
の
合
計
で
７
２
７
億
８
、
６
５

０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
旧
５
市
町
村
の
前
年
度

予
算
合
計
額
に
比
べ
て
25
・
３
％
の
増
で
す
。

こ
れ
は
、
合
併
に
よ
り
３
月
31
日
を
も
っ
て
打

ち
切
り
決
算
と
な
っ
た
影
響
が
出
た
こ
と
と
、
昨

年
の
中
越
大
震
災
に
関
係
す
る
被
災
者
支
援
や
災

害
復
旧
の
た
め
の
予
算
が
繰
り
越
し
と
な
っ
て
い

る
た
め
で
す
。
繰
越
分
は
、
歳
入
で
１
３
２
億
１
、

８
８
０
万
円
、
歳
出
で
１
３
４
億
９
、
６
５
０
万

円
と
な
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
本
年
度
予
算
に
新
規

に
計
上
し
た
う
ち
災
害
関
連
分
を
除
い
た
平
年
ベ

ー
ス
の
比
較
で
は
２
・
９
％
の
歳
出
減
と
な
り
、

全
体
的
に
震
災
復
興
を
優
先
し
た
予
算
計
上
と
な

っ
て
い
ま
す
。

財政課財政係
1757ー3111
（内線221）

問　合　せ

区　　　分

一　　般　　会　　計

特　　別　　会　　計

平成17年度予算額

464億3,100万円

263億5,550万円

56億8,620万円

4億6,730万円

73億1,150万円

51億3,150万円

16億6,840万円

45億3,860万円

15億5,200万円

727億8,650万円

前年対比

32.2％

14.7％

9.7％

△0.3％

3.7％

20.7％

7.4％

13.0％

249.5％

25.3％

平年ベース比

△1.5％

△5.0％

3.0％

△8.1％

△3.5％

11.5％

△23.6％

△26.9％

△15.2％

△2.9％

国 民 健 康 保 険

国保診療所（５会計の合計）

老 人 保 健

介 護 保 険

簡 易 水 道 事 業

下 水 道 事 業

農 業 集 落 排 水 事 業

合　　　　　　計

内
　
　
　
　
訳

総額

727億8,650万円



普通建設事業費
 72.2億円
〈16.8％〉［19.6％］

補助費など 36.3億円
〈△0.3％〉［9.8％］

繰出金 27.7億円
〈△10.0％〉［7.5％］

諸収入 31.2億円
〈51.2％〉�
［8.5％］
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一
般
会
計
の
予
算
規
模
は
、
４
６
４
億

３
、
１
０
０
万
円
で
前
年
対
比
１
１
３
億

１
、
０
０
０
万
円
、
32
・
２
％
の
増
で
す
。

繰
越
分
を
除
い
た
前
年
度
比
較
で
は
、
災

害
対
策
に
よ
り
４
・
９
％
の
増
と
な
っ
て

い
ま
す
。

市
税
は
、
市
町
村
民
税
が
現
下
の
厳
し

い
経
済
情
勢
か
ら
減
額
と
な
る
も
の
の
、

固
定
資
産
税
や
市
町
村
た
ば
こ
税
の
増
額

に
よ
り
、
全
体
と
し
て
前
年
度
と
ほ
ぼ
同

額
の
60
億
４
、
３
６
０
万
円
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。

国
か
ら
交
付
を
受
け
る
地
方
交
付
税
は
、

地
方
財
政
計
画
で
は
０
・
１
％
の
伸
び
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
合
併
時
の
臨
時
措
置

や
災
害
対
策
に
か
か
る
措
置
に
よ
り
、
前

年
対
比
７
・
４
％
の
増
の
１
２
８
億
６
、

０
０
０
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

国
庫
支
出
金
は
、
前
年
対
比
１
１
８
・

４
％
の
増
で
す
が
、
繰
越
分
を
除
い
た
比

較
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
や
合
併
補

助
金
な
ど
に
よ
り
５
・
９
％
増
の
23
億
９
、

７
５
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

県
支
出
金
は
、
前
年
対
比
１
３
７
・
１

％
の
増
で
す
が
、
繰
越
分
を
除
い
た
比
較

で
は
、
合
併
特
別
交
付
金
な
ど
増
額
要
素

は
あ
る
も
の
の
川
西
有
機
セ
ン
タ
ー
整
備

の
補
助
金
な
ど
が
減
額
し
、
１
・
３
％
減

の
22
億
８
、１
７
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

市
の
借
金
で
あ
る
市
債
は
、
前
年
対
比

93
・
０
％
の
増
で
す
が
、
繰
越
分
を
除
い

た
比
較
で
は
17
・
０
％
増
の
60
億
３
、
２

８
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
合
併
に
よ

り
合
併
特
例
債
の
借
入
れ
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
が
、
辺
地
対
策
債
や
過
疎

対
策
債
と
い
う
、
よ
り
有
利
な
起
債
を
優

先
し
て
財
源
手
当
て
を
し
て
い
ま
す
。

性
質
別
で
見
る
と
、
人
件
費
が
前
年
対

比
１
・
５
％
減
の
60
億
３
、
１
１
０
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
繰
越
分
を
除
く
と

さ
ら
に
減
額
し
、
10
・
０
％
減
の
55
億
９

７
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
の
借
金
の
返
済
金
で
あ
る
公
債
費
は
、

前
年
対
比
４
・
９
％
の
減
で
す
が
、
繰
越

分
を
除
く
と
さ
ら
に
減
額
し
、
14
・
６
％

減
の
52
億
２
、
６
２
０
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
前
年
度
に
借
換
債
と
い

う
手
法
で
特
別
な
返
済
が
あ
っ
た
た
め
で

す
。普

通
建
設
事
業
費
は
、
前
年
対
比
62
・

４
％
の
増
で
す
が
、
繰
越
分
を
除
く
と

16
・
８
％
増
の
72
億
１
、
９
９
０
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。
高
速
情
報
通
信
網
の
整

備
、
千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

建
設
、
中
里
の
統
合
保
育
園
の
建
設
な
ど

が
増
額
の
主
な
理
由
で
す
。

災
害
復
旧
費
は
、
総
額
で
51
億
７
、
８

９
０
万
円
で
す
が
、
繰
越
分
を
除
く
と
15

億
７
、
４
７
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
震
で
傷
ん
だ
学
校
な
ど
各
種
公
共
施
設

や
市
道
、
農
道
、
農
地
な
ど
の
災
害
復
旧

に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

消
耗
品
な
ど
の
購
入
経
費
や
清
掃
な
ど

の
委
託
費
、
旅
費
な
ど
の
物
件
費
は
、
前

年
対
比
26
・
２
％
の
増
で
す
が
、
繰
越
分

を
除
く
と
２
・
３
％
増
の
45
億
９
、
７
０

０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
合
併
効
果
と

し
て
の
例
規
集
管
理
委
託
料
や
旅
費
な
ど

の
削
減
は
あ
り
ま
す
が
、
電
算
シ
ス
テ
ム

の
統
合
事
業
な
ど
に
よ
り
増
額
と
な
っ
て

い
ま
す
。

補
助
費
な
ど
は
、
前
年
対
比
16
・
２
％

の
増
で
す
が
、
繰
越
分
を
除
く
と
０
・
３

％
減
の
36
億
２
、
６
２
０
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
前
年
度
の
広
域
事
務

組
合
に
対
す
る
高
速
情
報
通
信
網
整
備
負

担
金
が
今
年
度
は
市
の
直
営
と
な
り
計
上

さ
れ
な
く
な
っ
た
た
め
で
す
。

この円グラフは、予算額464億3,100万円

から繰越分（歳入98億3,670万円、歳出

96億470万円）を除いて表示しました。

※〈 〉は増減率、［ ］は構成比

歳
　
入

歳
　
出

体
育
館
耐
震
診
断
（
川
治
小
、
千
手
小
、

十
日
町
中
）、
耐
力
度
調
査
（
松
代
小
）

学
力
検
査
や
市
教
育
振
興
会
と
連
携
し

た
学
力
向
上
対
策
の
実
施
。
学
習
指
導
助

手
の
設
置
（
14
人
）
、
外
国
語
指
導
助
手

（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
の
派
遣
（
７
人
）
ほ
か

平
成
21
年
２
月
に
吉
田
地
区
で
開
催
さ

れ
る
第
64
回
国
体
冬
季
大
会
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
競
技
の
コ
ー
ス
整
備
。
18
年
度
ま

で
。
測
量
調
査
、
コ
ー
ス
整
備
（
十
日
町
）

既
存
の
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を

増
設
す
る
Ｊ
Ａ
十
日
町
に
事
業
費
の
一
部

を
補
助
す
る
事
業
。
Ｄ
Ａ
Ｇ
方
式
、
50
ｔ

ビ
ン
18
個
、
１
０
０
ｔ
ビ
ン
３
個
（
中
里
）

中
山
間
地
域
の
生
産
条
件
が
不
利
な
傾

斜
の
あ
る
農
地
を
対
象
に
直
接
支
払
制
度

を
実
施
す
る
事
業
。
２
、
８
５
８
ヘ
ク
タ

ー
ル
・
５
億
５
、
７
８
０
万
円
（
十
日
町

１
、
０
３
６
ヘ
ク
タ
ー
ル
・
１
億
９
、
０

０
０
万
円
、
川
西
１
３
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
・

２
、
７
３
０
万
円
、
中
里
３
２
３
ヘ
ク
タ

ー
ル
・
６
、
３
３
０
万
円
、
松
代
７
１
１

ヘ
ク
タ
ー
ル
・
１
億
４
、
３
２
０
万
円
、

松
之
山
６
５
８
ヘ
ク
タ
ー
ル
・
１
億
３
、

４
０
０
万
円
）

老
朽
化
し
た
松
之
山
集
落
の
集
会
所
を

地
場
産
の
木
材
を
使
用
し
て
建
て
替
え
す

る
事
業
。
木
造
２
階
建
、
総
面
積
２
９
７

㎡
（
松
之
山)

地
場
産
業
で
あ
る
織
物
業
の
振
興
に
向

け
て
、
短
・
中
期
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
を
策
定
す
る
経
費
へ
の
補
助
事
業
。
17

年
度
は
推
進
会
議
の
設
置
・
運
営
事
業
、

直
営
店
舗
の
開
設
事
業
、
先
進
的
小
売
業

と
の
連
携
強
化
事
業
が
対
象

市
道
の
改
良
及
び
舗
装
事
業
（
十
日
町

地
域
に
誇
り
と
　

愛
着
を
も
つ

創
造
性
豊
か
な

人
づ
く
り

〈
新
規
〉

学
校
施
設
耐
震
診
断
な
ど

１
、１
７
０
万
円

学
力
向
上
推
進
事
業

５
、９
９
０
万
円

吉
田
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

コ
ー
ス
整
備
事
業

１
億
１
、９
９
０
万
円

雪
国
文
化
や

地
域
資
源
を

活
か
し
た

活
力
あ
る

産
業
づ
く
り

生
産
振
興
総
合
対
策
事
業

５
億
０
、０
０
０
万
円

中
山
間
地
域
等

直
接
支
払
事
業

５
億
５
、７
８
０
万
円

ふ
る
さ
と
の
木

ふ
れ
あ
い
事
業

６
、３
３
０
万
円

〈
新
規
〉

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

補
助
事
業

８
３
０
万
円

緑
豊
か
な

自
然
環
境
や
雪
国
の

風
土
と
調
和
し
た

快
適
な

生
活
環
境
づ
く
り

市
道
整
備
事
業

５
億
８
、５
４
０
万
円

平成17年度 十日町市予算
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被
災
し
取
り
壊
し
た
支
所
庁
舎
を
建
て

替
え
る
事
業
。
Ｒ
Ｃ
造
、
３
階
建
、
総
面

積
１
、
０
０
０
㎡

‥
高
山
太
子
堂
線
ほ
か
８
路
線
、
川
西
‥

仁
田
西
浦
線
ほ
か
６
路
線
、
中
里
‥
倉
下

土
倉
線
ほ
か
７
路
線
、
松
代
‥
室
野
山
平

線
ほ
か
７
路
線
、
松
之
山
‥
大
荒
戸
苗
代

田
線
ほ
か
３
路
線
）

克
雪
住
宅
の
普
及
を
促
進
す
る
た
め
の

補
助
及
び
貸
付
事
業
（
補
助
事
業
２
４
６

戸
・
１
億
９
１
０
万
円
、
資
金
貸
付
事
業

52
戸
・
１
億
９
、
５
３
０
万
円
）

十
日
町
塩
ノ
又
、
鍬
柄
沢
地
区
及
び
中

里
重
地
地
区
の
水
道
未
普
及
地
域
の
解
消

と
管
内
５
地
区
の
配
水
地
増
設
や
電
気
計

装
及
び
配
水
管
布
設
等
を
整
備
。

十
日
町
及
び
中
里
地
区
の
管
渠
整
備
と

十
日
町
地
区
処
理
場
の
汚
泥
脱
水
機
更
新

並
び
に
監
視
制
御
設
備
更
新
。

駅
西
及
び
西
本
町
内
に
お
け
る
市
道
及

び
区
画
道
路
の
築
造
（
全
長
５
７
８
ｍ
）

と
家
屋
移
転
補
償
な
ど
（
十
日
町
）

小
児
の
医
療
費
の
一
部
を
、
そ
の
保
護

者
に
助
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
疾
病
の
早

期
発
見
と
早
期
治
療
を
促
進
す
る
事
業
。

（
乳
児
医
療
費
助
成
（
県
乳
）
１
、
６
２

０
万
円
、
幼
児
医
療
費
助
成
事
業
（
県
幼
）

２
、
７
１
０
万
円
、
幼
児
医
療
費
助
成
事

業
（
単
幼
）
１
、
９
７
０
万
円
、
小
中
学

生
医
療
費
助
成
事
業
２
８
０
万
円
、
ひ
と

り
親
医
療
費
助
成
事
業
１
、９
６
０
万
円
）

お
お
む
ね
60
歳
以
上
で
家
に
閉
じ
こ
も

り
が
ち
な
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど

に
、
施
設
で
の
給
食
・
創
作
活
動
な
ど
の

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事
業
。

介
護
認
定
を
受
け
て
い
て
常
時
排
泄
障

害
が
あ
り
、
紙
お
む
つ
な
ど
を
必
要
と
す

る
高
齢
者
に
給
付
券
を
支
給
す
る
事
業
。

浦
田
地
区
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
旧

浦
田
保
育
所
を
交
流
施
設
と
し
て
整
備

し
、
「
田
舎
体
験
事
業
」
な
ど
に
よ
る
施

設
の
有
効
活
用
を
図
る
。（
松
之
山
）

自
然
体
験
な
ど
を
通
じ
て
都
市
と
の
交

流
を
促
進
す
る
た
め
、
旧
珠
田
分
校
の
空

校
舎
の
改
修
工
事
を
行
い
、
施
設
の
有
効

活
用
を
図
る
。（
十
日
町
）

新
市
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
十
日
町

雪
ま
つ
り
を
通
じ
て
、
当
市
の
Ｐ
Ｒ
と
と

も
に
、
来
訪
者
と
の
交
流
を
図
る
雪
ま
つ

り
の
支
援
。

地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
地
域
づ
く
り

を
行
う
た
め
、
新
市
内
に
５
つ
の
地
域
協

議
会
及
び
１
つ
の
研
究
協
議
会
を
設
置
す

る
経
費
。

被
災
し
た
支
所
庁
舎
の
耐
震
補
強
を
行

う
事
業
。

克
雪
住
宅
整
備
支
援
事
業

３
億
４
４
０
万
円

簡
易
水
道
整
備
事
業

５
億
１
、６
８
０
万
円

公
共
・
特
環
公
共

下
水
道
整
備
事
業

７
億
７
、４
５
０
万
円

駅
西
及
び
西
本
町

土
地
区
画
整
理
事
業

６
億
３
、９
８
０
万
円

子
ど
も
か
ら

お
年
寄
り
ま
で

安
心
・
安
全
・
元
気
に

暮
ら
せ
る

社
会
づ
く
り

医
療
費
助
成
事
業

８
、５
４
０
万
円

生
き
が
い
対
応
型

デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
事
業

３
、４
５
０
万
円

介
護
用
品
支
給
事
業

３
、８
８
０
万
円

人
・
自
然
・
産
業
と

ふ
れ
あ
え
る

も
て
な
し
の
心
で

迎
え
る

体
験
交
流
づ
く
り

新
潟
県
農
林
水
産
業

総
合
振
興
事
業

１
、９
４
０
万
円

交
流
促
進
事
業

６
、５
０
０
万
円

十
日
町
雪
ま
つ
り

２
、５
０
０
万
円

公
・
民
の
協
働
と

相
互
扶
助
の
精
神
に

基
づ
い
た

行
財
政
運
営
の

し
く
み
づ
く
り

〈
新
規
〉

地
域
協
議
会
活
動
費

３
８
０
万
円

川
西
支
所
庁
舎

耐
震
補
強
整
備
事
業

７
、７
０
０
万
円

中
里
支
所
庁
舎

災
害
復
旧
事
業

４
億
５
、０
０
０
万
円

保
険
給
付
費
は
増
額
と
な
る
も
の
の
、

老
人
保
健
対
象
者
の
年
齢
引
き
下
げ
に
よ

り
老
人
保
健
拠
出
金
が
減
額
見
込
み
で
す
。

介
護
納
付
金
は
増
額
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

平
年
ベ
ー
ス
で
１
億
５
、
７
８
０
万
円
、

３
・
０
％
の
増

倉
俣
診
療
所
と
松
之
山
診
療
所
で
大
幅

に
増
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
川
西
診
療

所
で
建
設
償
還
金
が
終
了
し
た
た
め
、
診

療
所
全
体
で
は
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
平

年
ベ
ー
ス
で
３
、
８
２
０
万
円
、
８
・
１

％
の
減

合
併
に
伴
う
打
ち
切
り
決
算
に
よ
る
繰

越
の
た
め
、
医
療
諸
費
が
約
２
億
５
、
０

０
０
万
円
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
平
年
ベ

ー
ス
で
２
億
４
、
８
８
０
万
円
、
３
・
５

％
の
減

居
宅
サ
ー
ビ
ス
が
第
２
期
事
業
計
画
に

よ
る
通
所
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
な
ど
の
充
実

に
よ
り
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
で
は
川
西
地
区

の
あ
か
ね
園
増
床
に
よ
り
36
床
分
の
施
設

介
護
サ
ー
ビ
ス
費
を
計
上
し
た
た
め
、
保

険
給
付
費
が
繰
越
分
を
含
め
て
約
９
億

３
、
０
０
０
万
円
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
年
ベ
ー
ス
で
４
億
８
、
７
６
０
万
円
、

11
・
５
％
の
増

16
年
度
か
ら
の
繰
越
分
と
災
害
復
旧
分

の
事
業
費
が
大
き
く
伸
び
た
た
め
、
通
常

の
事
業
費
は
圧
縮
さ
れ
て
減
と
な
っ
て
い

ま
す
。
平
年
ベ
ー
ス
で
３
億
３
、
６
８
０

国
民
健
康
保
険

56
億
８
、６
２
０
万
円

国
保
診
療
所

（
５
診
療
所
の
合
計
）

４
億
６
、７
３
０
万
円

老
人
保
健73億

１
、１
５
０
万
円

介
護
保
険51億

３
、１
５
０
万
円

万
円
、
23
・
６
％
の
減

16
年
度
か
ら
の
繰
越
分
と
災
害
復
旧
分

の
事
業
費
が
大
き
く
伸
び
た
た
め
、
通
常

の
事
業
費
は
圧
縮
さ
れ
て
減
と
な
っ
て
い

ま
す
。
平
年
ベ
ー
ス
で
10
億
７
、
８
７
０

万
円
、
26
・
９
％
の
減

16
年
度
か
ら
の
繰
越
分
と
災
害
復
旧
分

の
事
業
費
は
大
き
く
伸
び
て
い
ま
す
が
、

施
設
整
備
の
見
通
し
が
つ
い
た
た
め
、
通

常
の
事
業
費
は
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
平

年
ベ
ー
ス
で
６
、
７
７
０
万
円
、
15
・
２

％
の
減

給
水
収
益
は
、
合
併
協
議
に
よ
り
川
西

の
使
用
料
が
下
が
っ
た
た
め
に
減
額
の
見

込
み
で
す
。
支
出
は
川
西
浄
水
場
の
修
繕

費
や
企
業
債
支
払
利
息
が
減
額
と
な
る
も

の
の
、
災
害
復
旧
工
事
に
か
か
る
費
用
が

大
幅
な
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

簡
易
水
道
事
業

16
億
６
、８
４
０
万
円

下
水
道
事
業

45
億
３
、
８
６
０
万
円

農
業
集
落
排
水
事
業

15
億
５
、
２
０
０
万
円

水
道
事
業
会
計

市の貯金である財政調整基金（旧５市町村から引き継ぎ）は５

億8,600万円、また各支所地域の振興に資する基金が合計34億

8,820万円、そのほか特別会計や土地開発基金を合わせると全体

で55億7,920万円です。一方、借金である市債の残高は、道路、

学校、観光交流施設などを整備した一般会計分が380億9,590万

円、下水道や簡易水道などを整備した特別会計分が294億6,370

万円、合計675億5,960万円となっています。

市債の返済が財政に与える影響を示す起債制限比率は、11.6％

（16年度推計）となっており、ほぼ県内各市の平均程度と想定し

ています。財政の弾力性を示す経常収支比率は、90.4％（同）と

なり、これもほぼ県内各市の平均程度と想定しています。。しか

し、一般的に80％を超えると自由に使えるお金が少ない状況とさ

れているので、財政の硬直化が懸念されます。また、標準的な行

政を行う中で、市税収入や国からの譲与税などの割合を示す財政

力指数は、0.354で、県内の各市の中でも低位に位置しています。

このように、財政の状況は県内各市と同様に硬直化しつつあり、

一方、各市に比べ税収の力が弱く地方交付税への依存度が高い体

質となっています。このため交付税改革の影響を受けやすく、今

後さらに慎重な財政運営が求められています。

●● 市財政の現状 ●●
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速
や
か
に
市
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

医
療
機
関
で
受
診
し
て
い
る
と
き
は
、
そ

の
月
内
に
変
更
後
の
保
険
証
を
医
療
機
関

の
窓
口
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
変
更
前

の
保
険
証
で
受
診
す
る
と
、
保
険
給
付
が

正
し
く
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

●
届
出
に
必
要
な
も
の

変
更
後
の
医
療
保
険
証

65
歳
以
上
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
人
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

る
人
で
１
〜
３
級
に
該
当
す
る
人
、
下

肢
障
害
で
４
級
の
１
・
３
・
４
号
に
該

当
す
る
人
、
音
声
機
能
・
言
語
機
能
の

４
級
に
該
当
す
る
人

②
国
民
年
金
法
に
よ
る
障
害
基
礎
年
金
を

受
給
し
て
い
る
人
で
、
身
体
・
精
神
障

害
を
問
わ
ず
１
・
２
級
に
該
当
す
る
人

③
障
害
年
金
は
受
給
し
て
い
な
い
が
精
神

障
害
の
程
度
が
１
級
ま
た
は
２
級
と
同

程
度
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
人
、
ヒ
ト

免
疫
不
全
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
機
能

障
害
に
該
当
す
る
人

●
申
請
に
必
要
な
も
の

①
に
該
当
す
る
人
＝
身
体
障
害
者
手
帳
、

医
療
保
険
証

②
に
該
当
す
る
人
＝
障
害
年
金
の
受
給
が

確
認
で
き
る
年
金
証
書
、医
療
保
険
証
、

精
神
障
害
者
手
帳

③
に
該
当
す
る
人
＝
医
師
の
診
断
書
（
指

定
の
用
紙
が
国
保
係
に
あ
り
ま
す
）、医

療
保
険
証

同
じ
月
内
で
、
市
民
税
の
課
税
状
況
な

ど
に
よ
り
世
帯
ご
と
に
決
ま
っ
て
い
る
限

度
額
よ
り
も
、
医
療
機
関
に
支
払
っ
た
医

療
費
が
多
い
場
合
は
、
国
保
か
ら
払
い
戻

し
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

高
額
医
療
費
に
該
当
す
る
人
に
は
市
か

ら
通
知
を
出
し
ま
す
の
で
、
申
請
に
お
い

で
く
だ
さ
い
。

●
申
請
に
必
要
な
も
の

医
療
保
険
証
、
振
込
先
口
座
番
号
の
控

市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
が
入
院
す
る

と
、
食
事
代
の
自
己
負
担
額
が
減
額
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
老
人
保
健
の
人
が
入
院
す

る
と
、
同
じ
医
療
機
関
で
１
か
月
に
支
払

う
一
部
負
担
金
も
減
額
さ
れ
ま
す
。

あ
ら
か
じ
め
入
院
す
る
病
院
に
「
減
額

認
定
証
」
（
老
人
保
健
の
場
合
「
限
度
額

適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
）
の

提
示
が
必
要
な
た
め
、
該
当
す
る
人
は
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
持
参
す
る
も
の

【
国
民
健
康
保
険
】
保
険
証
、
国
民
健
康

保
険
高
齢
受
給
者
証
（
該
当
者
の
み
）

【
老
人
保
健
】
保
険
証
、
老
人
保
健
医
療

受
給
者
証

【
更
新
者
】
前
記
の
ほ
か
に
現
在
お
持
ち

の
減
額
認
定
証

●
更
新
手
続
き
受
付
＝
７
月
21
日
e
〜

老
人
保
健
法
施
行
令
な
ど
の
一
部
が
改

正
さ
れ
、８
月
１
日
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

老
人
医
療
受
給
者
・
国
民
健
康
保
険
高
齢

受
給
者
の
医
療
費
一
部
負
担
金
の
割
合
が

２
割
に
な
る
所
得
基
準
は
次
の
と
お
り
で

す
。

※
a
一
部
負
担
金
の
割
合
が
変
更
に
な
る

人
に
は
、
市
か
ら
お
知
ら
せ
が
届
き
ま
す

※
s
課
税
所
得
が
基
準
額
以
上
で
も
、
申

請
を
す
る
こ
と
に
よ
り
１
割
負
担
と
な
る

該
当
者
（
右
表
参
照
）
に
は
市
か
ら
、
申

請
書
を
送
付
し
ま
す

●
申
請
に
必
要
な
も
の

老
人
医
療
受
給
者
証
ま
た
は
国
民
健
康

保
険
高
齢
受
給
者
証
、
前
年
の
収
入
金
額

が
確
認
で
き
る
源
泉
徴
収
票
な
ど
の
書
類
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期　　間 ７月29日F～８月21日A

制作会場 十日町市総合体育館北側広場

参加作家 中
なか

根
ね

栄
えい

二
じ

、 柴
しば

田
た

正
まさ

‡
のり

、 安
やす

田
だ

明
あき

長
なが

、 木
きの

裳
も

耕
こう

二
じ

◆作品名

「地人」（ぢびと）

◆制作者

中 根 栄 二

◆設置場所

㈲こんぜん

（高田町１） ◆作品名 「boy and cat」

◆制作者 柴 田 正 ‡

◆設置場所 樋口邸（高田町１）

◆作品名

｢Silent

Language｣       

◆制作者

安 田 明 長

◆設置場所

北越銀行

十日町支店（本町２）

◆作品名

「Back

Stage #5」

◆制作者

木 裳 耕 二

◆設置場所

第四銀行

十日町支店（本町３）

今回の参加作家４人による小

作品展です。

■期　間 ８月１日b～21日

a午前10時～午後７時

■会　場 ギャラリー６坪

（ほくほく線十日町駅西口）

申込み・問合せ　教育委員会生涯学習課（中央公民館内）1757-5011

石をけずって、ペーパーウエイトを

つくろう。石は、子どもでも削れるや

わらかい石を使用します。

■日　時 ８月７日a午前９時30分～

（２時間程度）

■会　場 総合体育館北側広場

（石彫シンポジウム会場）

■参加費 無　料

■申込み締切り ８月４日e

市街地の石彫作品を鑑賞します。

■日　時 ７月29日f午前９時か

らの開会式終了後出発

■集合場所 総合体育館北側広場

（石彫シンポジウム会場）

■参加費 無　料

■申込み締切り ７月21日e

石彫シンポジウム
参加作家展

彫刻体験教室石彫作品鑑賞ウォーク

加
入
医
療
保
険
に

変
更
が
あ
っ
た
と
き

高
額
医
療
費
の
支
給

75
歳
に
な
る
前
に

老
人
保
健
に
該
当
す
る
人

「
老
人
保
健
」
こ
ん
な
と
き

届
出
・
申
請
が
必
要
で
す

入
院
時
食
事
代
が

減
額
さ
れ
ま
す

〈
国
保
・
老
人
〉

老
人
保
健
の
変
更
、
入
院
時
食
事
代
減
額
な
ど

老
人
保
健
の
変
更
、
入
院
時
食
事
代
減
額
な
ど

老
人
保
健
の
変
更
、
入
院
時
食
事
代
減
額
な
ど

老
人
保
健
の
変
更
、
入
院
時
食
事
代
減
額
な
ど

老
人
保
健
の
変
更
、
入
院
時
食
事
代
減
額
な
ど

老
人
保
健
の
変
更
、
入
院
時
食
事
代
減
額
な
ど

老
人
保
健
の
変
更
、
入
院
時
食
事
代
減
額
な
ど

老
人
保
健
の
変
更
、
入
院
時
食
事
代
減
額
な
ど

老
人
保
健
の
変
更
、
入
院
時
食
事
代
減
額
な
ど

老
人
保
健
の
変
更
、
入
院
時
食
事
代
減
額
な
ど

老
人
保
健
の
変
更
、
入
院
時
食
事
代
減
額
な
ど

老
人
保
健
の
変
更
、
入
院
時
食
事
代
減
額
な
ど

老
人
保
健
の
変
更
、
入
院
時
食
事
代
減
額
な
ど

老
人
保
健
の
変
更
、
入
院
時
食
事
代
減
額
な
ど

老
人
保
健
の
変
更
、
入
院
時
食
事
代
減
額
な
ど

老
人
保
健
の
変
更
、
入
院
時
食
事
代
減
額
な
ど

老
人
保
健
の
変
更
、
入
院
時
食
事
代
減
額
な
ど

老
人
保
健
の
変
更
、
入
院
時
食
事
代
減
額
な
ど

老
人
保
健
の
変
更
、
入
院
時
食
事
代
減
額
な
ど

老
人
保
健
の
変
更
、
入
院
時
食
事
代
減
額
な
ど

老
人
保
健
の
変
更
、
入
院
時
食
事
代
減
額
な
ど

老
人
保
健
の
変
更
、
入
院
時
食
事
代
減
額
な
ど

老
人
保
健
の
変
更
、
入
院
時
食
事
代
減
額
な
ど

老
人
保
健
の
変
更
、
入
院
時
食
事
代
減
額
な
ど

老
人
保
健
の
変
更
、
入
院
時
食
事
代
減
額
な
ど

老
人
保
健
の
変
更
、
入
院
時
食
事
代
減
額
な
ど

老
人
保
健
の
変
更
、
入
院
時
食
事
代
減
額
な
ど

老
人
保
健
の
変
更
、
入
院
時
食
事
代
減
額
な
ど

老
人
保
健
の
変
更
、
入
院
時
食
事
代
減
額
な
ど

老
人
保
健
の
変
更
、
入
院
時
食
事
代
減
額
な
ど

老
人
保
健
の
変
更
、
入
院
時
食
事
代
減
額
な
ど

老
人
保
健
の
変
更
、
入
院
時
食
事
代
減
額
な
ど

老
人
保
健
の
変
更
、
入
院
時
食
事
代
減
額
な
ど

届
出
・
申
請
し
て
く
だ
さ
い
申請・問合せ

保険年金課国保係
1757-3111（内線
164）または各支
所市民生活課

医
療
費
２
割
負
担
者
の

所
得
基
準
が
変
わ
り
ま
す※高齢者とは70歳以上の人（65歳以上で老人医療の

障害認定を受けた人も含む）のことを言います

（1）２割負担となる所得基準額

届
出
・
申
請
し
て
く
だ
さ
い

（2）うち申請により１割負担となる収入基準額

課税所得 145万円以上

改　正　後

124万円以上

改　正　前

高齢者複数世帯

高齢者単身世帯

621万円未満

484万円未満

改　正　後

637万円未満

450万円未満

改　正　前
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６
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12
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a
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体
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会
場
に
、
十
日
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消
防
団
川
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方
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柄
沢
克
幸
隊
長
・
団
員
３
２
９
人
）

の
平
成
17
年
度
春
季
消
防
演
習
・
ポ
ン
プ

操
法
競
技
会
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催
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し
た
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４
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２
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れ
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６
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５
分
団
の
編
成
と
な
り
ま
し
た
。
次

の
と
お
り
で
す
。

【
従
　
来
】

【
再
編
後
】

第
１
分
団
（
千
手
）

→

　
本
部
分
団

第
２
分
団
（
千
手
）

→

　
第
１
分
団

第
３
分
団
（
上
野
）

→

　
第
２
分
団

第
４
分
団
（
橘
）

→

　
第
３
分
団

第
５
分
団
（
仙
田
）

第
６
分
団
（
仙
田
）

消
防
団
は
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の
生
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身
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財
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る
と
と
も
に
、

水
火
災
又
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等
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防
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し
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こ
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減
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る
」
と
い
う
と
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っ
て
い
ま
す
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、
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。
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地
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受
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星

名
家
住
宅
」
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野
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。
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５
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２
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３
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蔵
）
の
解
体
修
理
、
宝
蔵
（
第
４
号

蔵
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５
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６
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。
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６
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１
８
３

５
）
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右
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７
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梁
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６
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６
０
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商
）
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に
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農
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積
１
４
９
町
８
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造
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く
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い
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た
。
８
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右
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ら
は
、
白
河
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る
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内な
い

用よ
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達た
し

と
し
て
大
名
貸
な
ど
営
業
範
囲

を
広
げ
、
中
魚
沼
地
域
随
一
の
豪
農
・
豪

商
と
し
て
の
地
位
を
築
き
ま
し
た
。

消防ポンプ操法競技会で上野チームが優勝

日々の訓練の成果を発揮して優勝した上野チーム

桁
けた

行
ゆき

（間口）17間を数える星名家の主屋

問
合
せ

文
化
財
課

1
７
５
７
―
５
５
３
１

■
５
年
を
か
け
て
修
理

国
指
定
重
要
文
化
財

星
名
家
住
宅
の
保
存
修
理
工
事
始
ま
る

■
星
名
家
は
豪
農
で
豪
商

日
　
時

８
月
13
日
g
午
後
７
時
開
演

会
　
場

松
之
山
　
山
の
上
の
能
楽
堂

前
売
入
場
券
（
全
席
指
定
）

Ｓ
Ｓ
席
‥
７
、
０
０
０
円

Ｓ
　
席
‥
５
、
０
０
０
円

Ａ
　
席
‥
３
、
５
０
０
円

※
高
校
生
以
下
各
１
、
０
０
０
円
引
き

※
当
日
各
５
０
０
円
増
し

申
込
み
・
問
合
せ

真
夏
の
笑
い
祭
典
実
行
委
員
会
1
５
９

６
│
３
７
６
０

動を行っており、この日は今年２回目です。児童たちは

「今日は歌や踊りを見てください。最後にはプレゼント

もあります」とあいさつ、学校で練習してきた紙芝居や

歌、踊りを披露しました。

紙芝居の｢笠地蔵｣では児童たちの絶妙な語りにお年寄

りから笑い声があがりました。また、威勢のいい踊り
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るお年寄りもいて、にぎやかな楽しい慰問でした。

最後に児童たちが手作りの置物と絵をお年寄りの代表

者に手渡すと、｢立派に出来たよ｣とお礼の言葉があり、

児童たちは「また来るからね」と声をかけていました。

学校では月１回のペースで慰問したいと話しています。

６月16日e、松

之山小学校の４年

生11人が特別養

護老人ホーム「不

老閣」を訪れまし

た。松之山小では

毎年、４年生が授

業の一環として福

祉施設への慰問活
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あ
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は
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狐
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と
「
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す
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こ
の
夏
、
真
夏
の
笑
い
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に
足
を
運
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

松
之
山
地
域
の
夏
の
風
物
詩
「
薪
の
あ

る
狂
言
」。
今
年
は
「
佐
渡
狐
」
と
「
千
鳥
」

の
２
演
目
で
す
。
こ
の
夏
、
真
夏
の
笑
い

祭
典
に
足
を
運
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

松
之
山
地
域
の
夏
の
風
物
詩
「
薪
の
あ

る
狂
言
」。
今
年
は
「
佐
渡
狐
」
と
「
千
鳥
」

の
２
演
目
で
す
。
こ
の
夏
、
真
夏
の
笑
い

祭
典
に
足
を
運
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

あ
い
に
く
の
梅
雨
空
と
な
っ
た
６
月
17

日
f
、
松
之
山
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
第
４
回
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
ハ
ウ
ス
オ
ー
プ

ン
記
念
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
日

の
大
会
に
は
、
松
之
山
地
域

の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
愛
好
団
体

15
チ
ー
ム
が
参
加
、
大
会
の

成
績
に
よ
り
上
部
大
会
へ
の

参
加
資
格
が
決
ま
る
と
あ
っ

て
、
ど
の
チ
ー
ム
も
上
位
を

目
指
し
て
白
熱
し
た
戦
い
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

審
判
員
の
「
プ
レ
ー
ボ
ー
ル
」
で
試
合

が
始
ま
る
と
、
選
手
た
ち
は
見
事
な
ス
テ

ィ
ッ
ク
ワ
ー
ク
で
次
々
と
第

１
ゲ
ー
ト
に
ボ
ー
ル
を
通
過

さ
せ
ま
す
。
し
か
し
、
勝
負

ど
こ
ろ
で
は
さ
す
が
に
緊
張

す
る
場
面
も
見
ら
れ
、
主
将

の
指
示
を
受
け
な
が
ら
慎
重

に
プ
レ
ー
し
て
い
ま
し
た
。

試
合
は
大
接
戦
の
末
、
松
之

山
Ａ
チ
ー
ム
（
小
山
政
治
主

将
）
が
優
勝
し
ま
し
た
。

元
気
の
も
と
は
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

→

　
第
４
分
団



市報とおかまち『だんだん』平成17年7月10日号市報とおかまち『だんだん』平成17年7月10日号15 14

物
心
つ
い
た
こ
ろ
か
ら
、
お

や
じ
が
ノ
ミ
や
カ
ン
ナ
を
使
っ

て
い
る
姿
を
見
て
「
カ
ッ
コ
い

い
」
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
ご

く
自
然
に
大
工
に
な
り
ま
し

た
。
18
歳
の
と
き
で
す
。

大
工
の
だ
い
ご
味
？
　
何
も

な
い
と
こ
ろ
に
家
（
と
い
う
人

が
住
む
場
所
）
を
作
り
あ
げ
る

喜
び
で
す
。

ま
だ
ま
だ
、
お
や
じ
の
レ
ベ

ル
に
は
ほ
ど
遠
い
で
す
ね
。
今

回
、
隣
の
家
の
新
築
の
た
め
に
、
材
料
を
刻

む
た
め
の
図
面
を
、初
め
て
任
さ
れ
ま
し
た
。

新
築
を
ま
る
ご
と
任
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の

が
、
今
の
目
標
で
す
。

４
年
前
、
ま
っ
た
く
の
見
よ
う
見
ま
ね
で

み
こ
し
作
り
を
始
め
ま
し
た
。
も
と
も
と
、

お
寺
の
屋
根
構
造
が
好
き
だ
っ
た
の
で
、
最

初
は
模
型
を
作
ろ
う
か
と
思
い
ま
し
た
。
で

も
、
ど
う
せ
な
ら
使
え
る
も
の
を
作
り
た
い

と
、
み
こ
し
に
し
ま
し
た
。

図
面
も
何
も
な
い
の
で
、
浅
草
に
行
っ
て

本
場
の
み
こ
し
を
見
た
り
カ
タ
ロ
グ
を
参
考

に
し
た
り
し
て
、
部
材
の
形
や
大
き
さ
を
決

め
ま
し
た
。
材
料
は
端
材
や
建
材
店
か
ら
の

提
供
品
を
使
い
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
が
ケ
ヤ

キ
で
す
。
仕
事
が
終
わ
っ
て
か
ら
の
２
時
間

と
、
日
曜
日
を
使
っ
て
よ
う
や
く
先
月
完
成

し
ま
し
た
。
地
元
（
元
町
）
に
寄
贈
し
ま
す
。

夏
祭
り
に
み
ん
な
で
か
つ
ぎ
た
い
で
す
ね
。

次
に
打
ち
込
む
こ
と
？
　
彼
女
を
見
つ
け

る
こ
と
か
な
ぁ
。

押木拓巳さん　
1982年生　

押木建築勤務

４年がかりでみこしを作りました

押木孝也さん（元町）のご紹介です

1

十
日
町
市
の
西
端
、
上
越
市
大
島
区
（
旧

大
島
村
）
と
市
境
を
隔
て
て
奴
奈
川
地
区
は

あ
り
ま
す
。
昭
和
34
年
に
、
室
野
・
竹
所
・

福
島
・
奈
良
立
・
濁（
※
現
在
は
な
し
）・
峠
・

木
和
田
原
の
各
集
落
か
ら
な
る
奴
奈
川
村
は

旧
松
代
町
と
合
併
し
ま
し
た
。
「
奴
奈
川
」

の
地
区
名
は
、
太
古
の
言
い
伝
え
に
当
地
を

訪
れ
た
と
さ
れ
る
奴
奈
川
姫
の
神
話
に
ち
な

ん
で
明
治
22
年
の
合
併
時
に
付
け
ら
れ
ま
し

た
。
百
十
数
年
経
っ
た
今
も
、
当
地
を
故
郷

と
す
る
人
々
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
、
広
く
冠

し
て
称
さ
れ
て
い
ま
す
。

奴
奈
川
地
区
の
室
野
―
福
島
間
に
は
室
野

城
山
が
ま
た
が
り
ま
す
。
ほ
と
り
に
は
城
川

ダ
ム
が
た
ん
た
ん
と
清
れ
つ
な
水
を
蓄
え
、

あ
た
り
一
体
は
城
川
ダ
ム
公
園
と
し
て
人
々

が
集
う
憩
い
の
場
所
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ふ

も
と
に
た
た
ず
む
13
基
の
句
碑
は
一
昨
年
、

「
し
ぶ
み
俳
句
会
」
が
結
成
50
年
を
記
念
し

て
建
立
し
た
も
の
で
、詩
情
に
ひ
た
り
つ
つ
、

こ
れ
に
沿
っ
て
公
園
を
上
が
っ
て
い
く
と

「
城
の
池
」
に
た
ど
り
着
き
ま
す
。
池
の
脇

に
あ
る
小
高
い
丘
は
、
頂
の
直
径
70
㎝
ほ
ど

の
黒
曜
石
を
、
５
体
の
ブ
ロ
ン
ズ
の
妖
精
が

囲
む
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
で
す
。
前
回
の
大
地

の
芸
術
祭
で
、
メ
キ
シ
コ
の
作
家
ホ
ル
ヘ
・

イ
ス
マ
イ
ル
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
さ
ん
が
製
作
し

た
の
も
で
、
併
せ
て
地
域
の
小
学
生
た
ち
と

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
作
ら
れ
た
陶
板
と
ベ
ン

チ
が
据
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
公
園
一
体
は
、
奴
奈
川
地
区
民
で
組

織
す
る
城
山
保
存
会
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
て

い
ま
す
。
同
会
の
佐
藤
定
行
さ
ん
は
「
こ
こ

は
生
命
を
は
ぐ
く
む
水
瓶
で
あ
る
と
と
も
に
、

訪
れ
る
人
た
ち
が
親
し
み
を
も
て
る
拠
り
所

で
も
あ
る
と
思
う
ん
で
す
」
と
地
域
を
守
る

気
概
を
話
し
ま
す
。
心
や
す
ら
ぐ
憩
い
の
場

所
は
、
地
域
に
活
力
を
生
む
源
泉
で
も
あ
る

の
で
す
。

1

甘いココアとしまじろうとガンダムごっこが大

好きな、ちょっと恥ずかしがりやの潤太ちゃん。

８月の終わりにはお兄ちゃんになるんだよ。

なぐも　じゅんたちゃん　
平成14年７月３日生まれ　
上山

南 雲 潤 太
ちゃん

羽 鳥 朱 莞
ちゃん

保育園から借りてきた絵本を読むのがしゅいち

ゃんの日課です。今度ディズニーシーに行くんだ

よ。大好きなジャスミンに会えるといいな。

はとり　しゅいちゃん　
平成13年５月31日生まれ　
加賀糸屋町

家
族
や
友
だ
ち
か
ら
「
最
近
元
気

が
な
い
ね
」
と
言
わ
れ
た
り
、
自
分

で
も
そ
う
だ
な
と
感
じ
た
り
し
ま
せ

ん
か
。
毎
日
の
出
来
事
に
興
味
が
な

い
、
生
活
に
喜
び
を
感
じ
な
い
、
疲

れ
果
て
た
な
ど
の
状
態
が
続
く
場
合

は
、
う
つ
病
が
疑
わ
れ
ま
す
。

日
本
人
の
７
人
に
１
人
が
か
か
る

と
言
わ
れ
る
う
つ
病
は
、
だ
れ
も
が

か
か
り
や
す
い
病
気
で
す
。
気
持
ち

の
落
ち
込
み
は
だ
れ
に
で
も
あ
る
も

の
で
す
。
し
か
し
、
眠
れ
な
く
な
っ

た
り
、
寝
込
ん
で
し
ま
っ
た
り
す
る

よ
う
な
ら
受
診
を
お
勧
め
し
ま
す
。

う
つ
病
は
、
ス
ト
レ
ス
や
体
の
病

気
が
原
因
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

中
で
も
「
何
か
を
な
く
す
こ
と
」

は
大
き
い
ス
ト
レ
ス
で
あ
り
、
中
越

大
震
災
の
よ
う
に
、
家
や
財
産
を
な

く
し
た
り
、
失
業
し
て
職
場
や
友
人

を
な
く
し
た
り
す
る
こ
と
は
、
う
つ

病
に
な
り
や
す
い
状
況
と
言
え
ま
す
。

ま
た
、
体
の
衰
え
や
病
気
が
引
き
金

に
な
り
、
う
つ
病
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
高
齢
者
は
う
つ

病
に
な
り
や
す
い
と
言
え
ま
す
。

「
眠
れ
な
い
」
「
食
欲
が
な
い
」

「
将
来
が
見
え
な
い
」「
も
う
だ
め
だ
」

「
死
ん
で
し
ま
い
た
い
」
な
ど
不
安

や
悩
み
が
あ
る
よ
う
な
ら
、
迷
わ
ず

専
門
医
の
い
る
精
神
科
を
受
診
し
ま

し
ょ
う
。
早
め
に
治
療
す
る
こ
と
で

治
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

そ
ん
な
と
き
は
家
族
の
見
守
り
や
協

力
が
と
て
も
大
切
で
す
。

市
で
も
、
心
の
健
康
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
い
つ
で
も
保
健

師
が
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

う
つ
病
の
原
因
は
な
に
？

自
分
の
心
を
守
る
た
め
に
！

〜
う
つ
病
に
つ
い
て
考
え
る
〜

1

問合せ
健康支援課成人保健係
TEL757-3111（内線126）

・室　野
・竹　所
・福　島
・奈良立
・ 峠
・木和田原

奴奈川地区
（旧松代町）

ポケットパークの完成を祝い、
「悪魔払い」を舞う室野神楽

簡単な自己チェックリストです。16点以
上の場合は、専門医に相談してください。
（あくまでも目安です）

・10点以下…ほとんど問題なし
・10～15点…境界
・16点以上…軽症うつ病

うつ病チェックしてみませんか！

う
つ
病
は
治
り
ま
す
！

質　　　問

①体がだるく疲れやすい

②最近気が沈んだり気が重くなったりする

③朝のうち特に無気力

④首すじや肩がこってしかたがない

⑤眠れない朝早く目覚めることがある

⑥食事が進まず味がない

⑦息がつまって胸苦しくなることがある

⑧のどの奥に物がつかえている感じがする

⑨自分の人生がつまらなく感じる

⑩仕事の能率があがらず何をするのもおっくう

⑪以前にも現在と似た症状があった

⑫本来は仕事熱心で几帳面

いいえ

0点

ときどき

1点

しばしば

2点

つねに

3点

判 定

我が家のアイドル（４歳未満の幼児）募集中！　申込み・問合せは総務課広報広聴係1757-3111（内線214）まで
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市民４人を含む「新潟県卓球ベテラン会友好訪中交流団」

（渡辺一治郎団長）13人が、６月15日dから19日aまでの日

程で、中国黒竜江省ハルビン市を訪問しました。

一行は黒竜江省教育庁を表敬訪問したあと、学生や卓球愛

好者との練習試合や歓迎晩餐会などで交流を深めました。

黒竜江省教育庁と旧川西町は10年以上にわたる卓球交流

の歴史があり、少年少女の相互訪問などが行われてきました。

今回は社会人による交流でしたが、今後は青少年を含めた幅

広い交流をいっそう進めたいと、関係者は意欲と期待をふく

らませています。

６
月
22
日
d
、
ク
ロ
ス
10
で
講
演
会
「
Ｆ
Ｍ

十
日
町
開
局
に
向
け
て
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
情
報
の
発
信
拠
点
設
立
を
目
指
し
て
、
Ｆ

Ｍ
研
究
会
（
岩
船
眞
人
代
表
）
が
計
画
し
た
も

の
で
す
。
Ｆ
Ｍ
研
究
会
は
、
昨
年
の
中
越
大
震

災
時
の
十
日
町
市
災
害
Ｆ
Ｍ
の
放
送
終
了
後
も
、

市
民
か
ら
地
域
放
送
局
開
局
の
要
望
が
強
か
っ

た
こ
と
か
ら
立
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
講
演
会

で
は
、
Ｆ
Ｍ
ゆ
き
ぐ
に
・
Ｆ
Ｍ
長
岡
の
両
局
長

が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
に
つ
い
て
熱
く
語
り
、

会
場
を
訪
れ
た
約
50
人
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。

新潟県卓球ベテラン会中国遠征

新市誕生記念　十日町小唄日本一優勝大会

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
局
を

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む

tokamachi topics

６月22日d、クロス10で十日町市体育協会発足記念式典

が開催されました。旧５市町村の体育協会が合併し、新たに

十日町市体育協会として発足したものです。加盟84団体、

会員約５万人となった新体育協会の会長には、十日町支部長

の西方勝一郎氏が選出されました。西方会長は「未来のオリ

ンピック選手をこの地から輩出することを目指し、活力ある

体育協会の原動力になるようジュニアの育成に力を入れ、

2009年の冬季国体成功に向けて体育協会あげて協力、サポ

ートしていきたい」とあいさつ。その後、各支部から選出さ

れた副会長、理事長・副理事長があいさつを行いました。

交
通
安
全
こ
ど
も
自
転
車
新
潟
県
大
会
（
新

潟
県
警
・
県
交
通
安
全
協
会
な
ど
主
催
）
が
６

月
25
日
g
に
新
潟
市
で
開
催
さ
れ
、
団
体
競
技

の
部
で
川
治
小
学
校
Ａ
チ
ー
ム
が
見
事
準
優
勝

を
果
た
し
ま
し
た
。
大
会
は
自
転
車
の
正
し
い

乗
り
方
の
学
科
テ
ス
ト
と
技
能
競
技
を
競
う
も

の
で
、
県
内
５
小
学
校
・
11
チ
ー
ム
が
参
加
し

ま
し
た
。
川
治
小
は
、
十
日
町
地
区
交
通
安
全

協
会
自
転
車
指
導
員
の
指
導
を
仰
ぎ
、
市
交
通

指
導
隊
員
の
協
力
を
得
て
５
月
か
ら
練
習
に
励

ん
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
個
人
の
部
で
は
吉
田

唯
真
さ
ん
（
６
年
）
が
３
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

新十日町市体育協会発足

自
転
車
県
大
会
で
準
優
勝

tokamachi topics

このコーナーは、まちの話題や活
動などを紹介しています。情報があ
りましたら、総務課広報広聴係（1
757─3111内線213）へ、お気軽にお
寄せください。

７月３日a、クロス10で「新市誕生記念第24回十日町小唄日本一

優勝大会」が開催されました。県内外の127人の唄自慢が日ごろ鍛え

たのどを競い合い、会場を埋めた約800人の聴衆を魅了しました。

各部門の優勝者は、少年少女の部が２年連続で大口かんなさん（津

南町・10歳）、男性の部が三ツ山出身の大津博美さん（新潟市・65

歳）、女性の部が山口幸子さん（石川県羽咋市・39歳）で、市内から

は、女性の部準優勝２席に山口紀子さん（仁田）、８位に根津ミヨさ

ん（上川町）がそれぞれ入賞しました。

総合優勝の山口幸子さんは、「出場３回目で念願がかないうれしい

です。十日町小唄は情感があって大好きです」と喜びを語りました。

知事とのタウンミーティングで意見交換

６月24日f、泉田裕彦知事が県内各地に出向いて意見交換する

「知事とのタウンミーティング」（十日町地域振興調整会議主催）が、

情報館で開催されました。

「中山間地農業を活
い

かした地域づくり」と題したパネルディスカッ

ションでは、市内外の若手農業経営者や農業を媒介にした地域づくり

活動を実践している人たち５人が、泉田知事を囲んでそれぞれの経験

を踏まえての提言や意見交換を活発に行いました。

会場からは、中越大震災で被害を受けた農地復旧への支援を求める

声が出され、泉田知事は「単に元どおりに直す復旧から、新たな発展

をめざす復興に重点を置きたい」と力強く答えました。

松
代
・
松
之
山
チ
ャ
レ
ン
ジ
塾
ス
ポ
ー
ツ
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
６
月
26
日
a
に
松
代
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
行
わ
れ
、
小
学
生
と
保
護
者
な
ど
16
人

が
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
「
ぺ
タ
ン
ク
」
を
体
験
し

ま
し
た
。
ぺ
タ
ン
ク
は
、
小
さ
な
赤
い
的
に
ど

れ
だ
け
多
く
の
鉄
の
玉
を
近
づ
け
ら
れ
る
か
を

競
う
、
フ
ラ
ン
ス
で
人
気
の
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

地
元
太
平
で
ぺ
タ
ン
ク
を
楽
し
む
武
田
篤
さ
ん

が
指
導
に
あ
た
り
、
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
ゲ
ー

ム
を
行
い
ま
し
た
。
最
初
は
な
か
な
か
思
う
よ

う
に
い
か
な
か
っ
た
鉄
玉
も
段
々
と
的
に
近
づ

き
、
最
後
は
好
ゲ
ー
ム
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。



市報とおかまち『だんだん』平成17年7月10日号19 市報とおかまち『だんだん』平成17年7月10日号 18

お知らせ・ガイド 十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の1には市外局番025が必要です

子
ど
も
会
活
動
な
ど
に
も
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
●
日
時
＝
８
月
21
日
a

午
後
５
時
（
十
日
町
駅
集
合
）
〜
９

時
30
分
●
行
き
先
＝
県
立
こ
ど
も
自

然
王
国
（
柏
崎
市
高
柳
町
）
●
定
員

＝
先
着
80
人
●
参
加
費
＝
７
０
０
円

（
運
賃
、
弁
当
代
、
保
険
料
）
●
申

込
み
・
問
合
せ
＝
８
月
10
日
d
ま
で

に
、
ほ
く
ほ
く
線
沿
線
地
域
振
興
連

絡
協
議
会
事
務
局
（
観
光
交
流
課
内

1
７
５
７
│
３
１
０
０
）

【
カ
エ
ル
の
王
国
】
日
本
と
外
国
の

カ
エ
ル
の
実
物
や
カ
エ
ル
ア
ー
ト
が

勢
ぞ
ろ
い
！
カ
エ
ル
に
対
す
る
イ
メ

ー
ジ
が
変
わ
り
ま
す
。

【
世
界
の
ク
ワ
ガ
タ
・
カ
ブ
ト
ム
シ

大
集
合
】
世
界
の
ク
ワ
ガ
タ
と
カ
ブ

ト
ム
シ
が
今
年
も
や
っ
て
き
ま
す
。

●
日
時
＝
７
月
16
日
g
〜
９
月
19
日

（
敬
老
の
日
）
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
●
会
場
＝
「
森
の
学
校
」
キ
ョ
ロ

ロ
●
入
館
料
＝
大
人
５
０
０
円
、
高

校
生
以
下
３
０
０
円
●
問
合
せ
＝

「
森
の
学
校
」
キ
ョ
ロ
ロ
（
1
５
９
５

│
８
３
１
１
）

千
葉
を
拠
点
に
活
動
し
て
い
る
日

本
刺
繍
の
会
、
紅
会
の
作
品
展
で
す
。

●
日
時
＝
７
月
15
日
f
〜
８
月
８
日

b
午
前
10
時
〜
午
後
６
時
（
最
終
日

４
時
ま
で
）
●
会
場
＝
キ
ナ
ー
レ
き

も
の
歴
史
館
●
入
場
料
＝
大
人
３
０

０
円
、
中
学
生
１
０
０
円
、
小
学
生

以
下
無
料
●
問
合
せ
＝
キ
ナ
ー
レ

（
1
７
５
２
│
０
１
１
７
）

日
本
刺
繍
講
座

【
短
期
講
座
】

●
日
時
＝
７
月
17
日
a
・
18
日
b
、

８
月
７
日
a
午
前
10
時
30
分
〜
午
後

３
時
30
分
※
３
回
コ
ー
ス
●
会
場
＝

キ
ナ
ー
レ
１
階
多
目
的
ホ
ー
ル
●
参

加
費
＝
１
６
、
０
０
０
円
（
講
習
費
、

教
材
費
）
●
定
員
＝
先
着
15
人

【
１
日
体
験
講
座
】

●
日
時
＝
８
月
７
日
a
午
前
10
時
30

分
〜
午
後
３
時
30
分
●
会
場
＝
キ
ナ

ー
レ
１
階
多
目
的
ホ
ー
ル
●
参
加
費

＝
７
、
０
０
０
円
（
講
習
費
、
教
材

費
）
●
定
員
＝
先
着
15
人

●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
キ
ナ
ー
レ

（
1
７
５
２
│
０
１
１
７
）

玉
ね
ぎ
や
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
を
使

っ
て
絹
の
バ
ッ
グ
に
草
木
染
め
を
し

ま
す
。
●
日
時
＝
７
月
28
日
e
、
８

月
４
日
e
・
11
日
e
・
18
日
e
午
後

１
時
30
分
〜
●
会
場
＝
キ
ナ
ー
レ
体

験
工
房
館
●
定
員
＝
各
回
先
着
10
人

●
参
加
費
＝
１
、
０
０
０
円
（
バ
ッ

グ
代
含
む
）
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝

キ
ナ
ー
レ
（
1
７
５
２
│
０
１
１
７
）

国
民
生
活
金
融
公
庫
、
丸
経
資
金
、

市
・
県
制
度
融
資
な
ど
、
夏
期
決
済

資
金
や
災
害
関
連
貸
付
の
相
談
を
受

け
付
け
ま
す
。
●
日
時
＝
７
月
19
日

c
午
前
10
時
〜
午
後
６
時
●
会
場
＝

ク
ロ
ス
10
●
持
参
す
る
も
の
＝
過
去

２
期
分
の
決
算
書
・
申
告
書
、
直
近

の
試
算
表
、
印
鑑
●
申
込
み
・
問
合

せ
＝
前
日
ま
で
に
、
十
日
町
商
工
会

議
所
（
1
７
５
７
│
５
１
１
１
）

キ
ナ
ー
レ
き
も
の
歴
史
館

紅
会「
日
本
刺し

繍
し
ゅ
う

作
品
展
」

〜
絹
の
煌

き
ら
め

き
〜

キ
ナ
ー
レ
体
験
工
房
館

草
木
染
め
体
験

金
融
相
談
会

ほ
く
ほ
く
線
で
行
く

星
空
☆
観
察
会

in

こ
ど
も
自
然
王
国

「
森
の
学
校
」
キ
ョ
ロ
ロ

カ
エ
ル
展

ク
ワ
ガ
タ
・
カ
ブ
ト
ム
シ
展

●会　場＝博物館　　●受講料＝無　料

●講義時間＝１・２回午後１時30分～３時30分

３・４回午後１時30分～４時30分

●申込み＝７月20日dまでに、博物館に申込書を提出

●問合せ＝博物館（1757－5531）

期　日

７月23日g

７月30日g

８月６日g

８月20日g

１回目

２回目

３回目

４回目

４
回
シ
リ
ー
ズ

講　　　師 タイトル・内容

井 上 信 夫 先 生
（十日町市文化財保護審議委員）

新市域の自然と景観
～このすばらしき大地～

丸 山 克 巳 先 生
（十日町市文化財保護審議委員）

星 名 　 寔 先 生
（十日町市文化財保護審議委員）

鈴木栄太郎先生
（十日町市文化財保護審議委員）

新市域の街道と山城
～古い歴史を刻む大地～

川西・中里の文化財
～現地見学～

松代・松之山の文化財
～現地見学～

平成17年度

博物館講座

おり姫とひこ星の愛のストリート

10
周
年
！
あ
て
ま
新
喜
劇

恒例となった駅通りの七夕まつりが、新市誕生記念・震災復興祈願

と銘打って開催されました。通りには、大型で色鮮やかな七夕飾りが

並べられたほか、アーケードの中には市内の保育園児の願いが書かれ

た短冊が飾られ、通る人たちの目を楽しませていました。

７月１日f・２日gの両日夜は歩行者天国となりました。金曜日は

あいにくの雨模様となったものの、土曜日は天気にも恵まれ、5,000

人を越す人たちが輪投げや金魚すくいなどでまつりを楽しみました。

また、昨年に続き、今年も林剛人丸さんをはじめ大地の芸術祭の作家

９組が参加し、花を添えていました。中でも似顔絵コーナーは子ども

連れに大人気で、長蛇の列ができていました。

６
月
24
日
f
・
25
日
g
、
あ
て
ま
新
喜
劇
フ

ォ
ー
ラ
ム
座
の
第
10
回
記
念
公
演
が
ベ
ル
ナ
テ

ィ
オ
フ
ォ
ー
ラ
ム
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
例
年
、
ア
イ
リ
ス
ま
つ
り
に
合
わ
せ
て
公

演
さ
れ
、
今
年
10
年
目
を
迎
え
た
あ
て
ま
新
喜

劇
。
今
回
は
「
理り

想ぞ
う

都と

物
語
ふ
た
た
び
」
と
題

し
、
リ
ゾ
ー
ト
開
発
の
あ
る
べ
き
姿
に
さ
ま
ざ

ま
な
笑
い
を
詰
め
込
み
ま
し
た
。
24
日
に
は
パ

ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
大
倉
修
吾
さ
ん
も
と
び
入
り

参
加
し
、
歌
と
ト
ー
ク
で
会
場
を
湧
か
せ
ま
し

た
。
連
日
会
場
を
埋
め
た
観
客
は
大
い
に
笑
い
、

考
え
、
歓
声
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

tokamachi topics

広域合併によって誕生した新十日町市。

新市域となる各地域の文化遺産を知り、

新市の市民としての自覚をはぐくみます。

手
ぬ
ぐ
い
何
に
使
う
？

合
併
記
念
の
手
ぬ
ぐ
い
が
全
世
帯
に
配
ら
れ
ま

し
た
。「
今
ど
き
手
ぬ
ぐ
い
？
」
と
思
わ
れ
た
人

も
多
い
と
思
い
ま
す
。

手
ぬ
ぐ
い
は
、
昔
な
が
ら
の
か
ぶ
り
物
や
ふ
き

ん
と
し
て
の
機
能
性
の
高
さ
が
再
評
価
さ
れ
て
い

る
ほ
か
、
の
れ
ん
、
小
物
用
敷
物
、
タ
ペ
ス
ト
リ

ー
、
き
も
の
の
半
襟
、
袋
も
の
の
素
材
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
用
途
が
あ
っ
て
、
最
近
は
静
か
な
ブ
ー
ム

で
す
。
こ
の
機
会
に
新
し
い
使
い
方
、
試
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

書
は
、
前
十
日
町
市
書
道
協
会
会
長
で
県
展
無

鑑
査
の
岡
村
松
烟
（
喜
市
）
さ
ん
（
本
町
７
―
１
）

か
ら
揮き

毫ご
う

し
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。

6

新市誕生以来、市のホ

ームページは暫定版を公

開してきましたが、６月

末新しいホームページが

完成しました。ぜひご覧

ください。

特徴として次のことが挙げられます。

①市民サービスの視点から、カテゴリごと（くらしの

サービスなど）の検索を中心にまとめました。

②トップページから３クリックで目的のページに到達

できることを基本としています。

③統一感のあるページスタイルにしました。

④検索スピードを上げるために１ページ当たりの容量

を抑えました。

⑤全庁（支所・出先機関含む）の職員がかかわって作

成しました。（職員の手作りです）

問合せ＝総務課広報広聴係1757－3111（内線213）

http://www.city.tokamachi.niigata.jp/
ホームページが
新しく
なりました
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小
規
模
生
活
単
位
型
特
養
４
ユ
ニ

ッ
ト
44
床
と
特
殊
浴
槽
な
ど
増
築
部

分
を
一
般
公
開
し
ま
す
。
入
所
相
談

や
介
護
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。
●
日

時
＝
７
月
23
日
g
・
24
日
a
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
４
時
●
会
場
＝
あ
か

ね
園
（
高
原
田
）
●
問
合
せ
＝
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
あ
か
ね
園
（
1
７

６
８
│
４
５
６
５
）

16
ミ
リ
映
画
の
有
効
な
利
用
法
や

16
ミ
リ
映
写
機
の
操
作
手
順
な
ど
を

実
技
を
交
え
て
学
び
ま
す
。
●
日
時

＝
７
月
23
日
g
午
前
９
時
〜
正
午
●

会
場
＝
情
報
館
●
定
員
＝
先
着
12
人

●
参
加
費
＝
無
料
●
講
師
＝
関
谷
郷

志
氏
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
視
聴
覚

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
（
情
報
館
内
1
７
５

７
│
０
４
９
３
）

伝
統
文
化
で
あ
る
き
も
の
の
普
及

拡
大
や
伝
承
者
育
成
を
国
内
外
で
展

開
し
て
い
る
ハ
ク
ビ
京
都
き
も
の
学

院
の
十
二
単
の
着
装
シ
ョ
ー
や
地
元

モ
デ
ル
を
使
っ
た
き
も
の
着
付
け
シ

ョ
ー
で
す
。
●
日
時
＝
７
月
23
日
g

午
前
11
時
〜
正
午
（
第
１
部
）、
午

後
３
時
30
分
〜
４
時
30
分
（
第
２
部
）

●
会
場
＝
ク
ロ
ス
10
●
入
場
料
＝
無

料
●
問
合
せ
＝
ク
ロ
ス
10
（
1
７
５

７
│
２
３
２
３
）

十
日
町
出
身
の
オ
カ
リ
ナ
奏
者
・

五
十
嵐
正
子
さ
ん
と
そ
の
音
楽
仲
間

に
よ
る
ブ
ナ
林
の
中
で
の
コ
ン
サ
ー

ト
で
す
。
夏
の
日
の
夕
暮
れ
に
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。
●
日
時
＝
７
月
23

日
g
午
後
４
時
〜
●
会
場
＝
星
と
森

の
詩
美
術
館
●
出
演
＝
五
十
嵐
正
子

さ
ん
（
オ
カ
リ
ナ
）、
二
村
希
一
さ
ん

（
ピ
ア
ノ
）、
江
川
功
さ
ん
（
歌
と
ギ

タ
ー
）
●
入
場
料
＝
５
０
０
円
（
美

術
館
入
館
料
含
む
）、
中
学
生
以
下

無
料
（
美
術
館
入
館
料
別
）
●
申
込

み
・
問
合
せ
＝
星
と
森
の
詩
美
術
館

（
1
７
５
２
│
７
２
０
２
）

劇
団
「
御
の
字
」
に
よ
る
芝
居
の

公
演
で
す
。
今
回
の
作
品
は
、
常
日

ご
ろ
忘
れ
が
ち
な
、
人
が
人
を
思
う

気
持
ち
や
自
分
に
と
っ
て
何
が
一
番

大
切
か
を
教
え
て
く
れ
る
物
語
。
た

ま
に
は
芝
居
を
見
に
で
か
け
ま
せ
ん

か
。
●
日
時
＝
７
月
23
日
g
午
後
７

時
30
分
（
開
場
７
時
）
〜
・
24
日
a

午
後
２
時
（
開
場
１
時
30
分
）
〜
●

会
場
＝
市
民
会
館
●
入
場
料
＝
一
般

８
０
０
円
（
当
日
１
、
０
０
０
円
）、

高
校
生
５
０
０
円
（
当
日
７
０
０

円
）、
中
学
生
以
下
無
料
●
入
場
券

取
扱
い
＝
中
央
公
民
館
●
問
合
せ
＝

中
央
公
民
館
（
1
７
５
７
│
５
０
１

１
）

●
日
時
＝
７
月
23
日
g
午
後
６
時
30

分
〜
８
時
●
会
場
＝
三
好
園
し
ん
ざ

●
参
加
費
＝
無
料
●
内
容
＝
舞
踊
、

盆
踊
り
、
夜
店
、
花
火
な
ど
●
問
合

せ
＝
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
三
好
園
し
ん
ざ

（
1
７
５
２
│
７
６
７
０
）

一
足
早
く
、
盆
踊
り
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。
●
日
時
＝
７
月
27
日
d
午

後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
●
会
場
＝

市
民
体
育
館
●
参
加
費
＝
無
料
●
問

合
せ
＝
十
日
町
軽
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

島
田
（
1
７
５
２
│
２
１
３
９
）

●
日
時
＝
７
月
30
日
g
午
後
６
時
〜

８
時
●
会
場
＝
三
好
園
園
庭
●
参
加

費
＝
無
料
●
内
容
＝
夜
店
、
盆
踊
り
、

花
火
な
ど
●
問
合
せ
＝
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
三
好
園
（
1
７
５
６
│
２

１
０
６
）

10
月
１
日
付
け
採
用
の
作
業
指
導

員
１
人
を
募
集
し
ま
す
。
●
応
募
資

格
＝
①
17
年
３
月
31
日
現
在
満
20
歳

以
上
で
高
等
学
校
を
卒
業
し
、
障
害

者
福
祉
ま
た
は
老
人
福
祉
に
勤
務
経

験
の
あ
る
人
②
自
動
車
普
通
運
転
免

許
を
有
し
、
市
内
ま
た
は
津
南
町
在

住
で
通
勤
可
能
な
人
●
給
与
な
ど
＝

妻
有
福
祉
会
給
与
規
程
に
よ
る
●
勤

務
場
所
＝
妻
有
福
祉
会
の
精
神
保
健

福
祉
施
設
●
試
験
期
日
＝
一
次
‥
８

月
21
日
a
（
８
月
下
旬
合
格
発
表
）

●
試
験
内
容
＝
一
次
‥
一
般
教
養
・

小
論
文
、
二
次
‥
面
接
●
申
込
み
・

問
合
せ
＝
７
月
29
日
f
（
当
日
消
印

有
効
）
ま
で
に
、
申
込
み
書
類
（
申

込
先
に
配
置
）
を
養
護
老
人
ホ
ー
ム

妻
有
荘
（
〒
９
４
９
│
８
５
２
５
幸

町
1
７
５
８
│
２
０
５
０
）
に
提
出

（
受
付
は
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除

く
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

８
月
１
日
付
け
採
用
の
介
護
職
員

（
夜
勤
あ
り
）
若
干
名
を
募
集
し
ま

す
。
●
応
募
資
格
＝
自
動
車
普
通
運

転
免
許
を
有
す
る
昭
和
35
年
４
月
２

妻
有
福
祉
会
職
員
募
集

十
日
町
軽
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

納
涼
盆
踊
り
の
集
い

三
好
園
納
涼
大
会

劇
団
御
の
字

第
14
回
公
演

Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｖ
Ｅ
Ｎ
’Ｓ

Ｄ
Ｏ
Ｏ
Ｒ

星
と
森
の
詩
美
術
館

第
８
回
オ
カ
リ
ナ
コ
ン
サ
ー
ト

震
災
復
興
支
援
交
流
会

ハ
ク
ビ
京
都
き
も
の
学
院

き
も
の
着
付
け
シ
ョ
ー

三
好
園
し
ん
ざ
夕
涼
み
会

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

あ
か
ね
園
一
般
公
開

16
ミ
リ
映
写
機
操
作
講
習
会

松
代
福
祉
会
職
員
募
集

接
客
接
遇
の
向
上
を
目
指
し
た
講

習
会
で
す
。
●
日
時
＝
７
月
19
日
c

午
後
７
時
〜
９
時
●
会
場
＝
ク
ロ
ス

10
●
受
講
料
＝
５
０
０
円
●
定
員
＝

先
着
１
０
０
人
●
持
参
す
る
も
の
＝

筆
記
用
具
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
十

日
町
商
工
会
議
所
（
1
７
５
７
│
５

１
１
１
）

越
後
三
山
を
眺
め
な
が
ら
パ
タ
ー

ゴ
ル
フ
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
●
日

時
＝
７
月
23
日
g
午
前
７
時
15
分
〜

●
会
場
＝
ナ
カ
ゴ
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク

●
定
員
＝
先
着
１
０
０
人
●
参
加
費

＝
２
、
０
０
０
円
（
プ
レ
ー
代
、
軽

食
）
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
７
月
18

日
b
ま
で
に
、
参
加
費
を
添
え
て
申

込
書
を
サ
ン
パ
レ
ス
ナ
カ
ゴ
（
ナ
カ

ゴ
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
内
1
７
６
８
│

４
４
１
９
）
に
提
出

夏
休
み
の
自
由
研
究
や
体
験
学
習

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
●
日
時
＝
８

月
５
日
f
午
前
９
時
15
分
（
十
日
町

駅
集
合
）
〜
午
後
４
時
こ
ろ
（
ま
つ

だ
い
駅
解
散
）
●
行
程
＝
十
日
町
駅

（
特
急
は
く
た
か
同
時
発
車
見
学
）

〜
六
日
町
駅
（
検
修
庫
・
洗
車
機
見

学
）
〜
ゆ
め
ぞ
ら
号
乗
車
〜
大
池
い

こ
い
の
森
駅
（
３
万
本
の
ひ
ま
わ
り

畑
見
学
）
〜
ま
つ
だ
い
駅
（
ま
つ
だ

い
農
舞
台
見
学
後
、
解
散
）
●
定
員

＝
先
着
１
０
０
人
●
参
加
費
＝
大
人

５
９
０
円
、
子
ど
も
４
５
０
円
（
障

害
保
険
料
含
む
）
●
そ
の
他
＝
昼
食

持
参
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
８
月
２

日
c
ま
で
に
、
北
越
急
行
㈱
営
業
開

発
室
（
1
７
５
０
│
１
２
５
１
）

養
護
学
校
の
子
ど
も
た
ち
は
、
ど

ん
な
所
で
ど
ん
な
学
習
を
し
て
い
る

の
だ
ろ
う
？
養
護
学
校
の
こ
と
を
よ

り
多
く
の
人
か
ら
知
っ
て
も
ら
う
た

め
の
学
校
見
学
会
で
す
。
障
害
を
有

し
な
が
ら
も
社
会
参
加
や
自
立
を
目

指
し
て
明
る
く
元
気
に
学
習
す
る
子

ど
も
た
ち
に
会
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時
＝
７
月
16
日
g
午
前
９
時
20

分
〜
11
時
20
分
●
会
場
＝
県
立
小
出

養
護
学
校
（
魚
沼
市
）
●
問
合
せ
＝

県
立
小
出
養
護
学
校
（
1
０
２
５
│

７
９
２
│
５
４
１
２
）

救
助
か
ら
心
肺
蘇
生
ま
で
を
実
技

を
交
え
て
学
び
ま
す
。
●
日
時
＝
７

月
18
日
（
海
の
日
）
午
後
２
時
〜
４

時
●
会
場
＝
十
日
町
体
力
つ
く
り
ス

イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
●
参
加
費
＝
３

０
０
円
●
定
員
＝
先
着
30
人
●
講
師

＝
佐
藤
敏
夫
氏
（
日
本
赤
十
字
社
救

急
法
指
導
員
）
●
申
込
み
・
問
合
せ

＝
十
日
町
体
力
つ
く
り
ス
イ
ミ
ン
グ

ス
ク
ー
ル
（
1
７
５
８
│
３
３
４
３
）

毎
日
の
介
護
に
一
工
夫
、
ヒ
ン
ト

が
見
つ
か
り
ま
す
。
●
日
時
＝
７
月

19
日
c
午
後
１
時
〜
３
時
●
会
場
＝

川
西
福
祉
セ
ン
タ
ー
●
問
合
せ
＝
平

野
登
美
枝
（
1
７
６
８
│
２
９
０
８
）

富
士
山
に
次
ぐ
日
本
第
２
位
の
高

峰
、
高
山
植
物
の
宝
庫
で
も
あ
る
北

岳
（
３
、
１
９
３
m
）
に
登
り
ま
す
。

●
期
日
＝
７
月
23
日
g
・
24
日
a
※

北
岳
山
荘
に
一
泊
●
参
加
費
＝
２

５
、
０
０
０
円
（
高
校
生
以
下
２
０
、

０
０
０
円
）
●
定
員
＝
先
着
35
人
●

申
込
み
＝
７
月
15
日
f
ま
で
に
、
申

込
書
を
中
央
公
民
館
に
提
出
●
問
合

せ
＝
お
だ
ま
き
山
の
会
・
宮
沢
健
二

（
1
７
５
８
│
２
９
６
５
）

接
客
接
遇
講
習
会

養
護
学
校
っ
て
ど
ん
な
と
こ
？

小
出
養
護
学
校
見
学
会

広大な新十日町市は観光資源も豊富。この観光

資源を市民の皆さんに知ってもらうため、一日観

光資源めぐりを開催します。ぜひご参加ください。

※参加費には入館料・入浴料・昼食代を含みます

市民の夏休み�

ナ
カ
ゴ
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク

第
１
回
十
日
町
市
長
杯

パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

救
急
救
助
・
心
肺
蘇
生
法

講
習
会

十
日
町
お
だ
ま
き
山
の
会

創
立
25
周
年
記
念

第
32
回
市
民
登
山

〈十日町・川西出発コース〉 ●期日 ７月28日e

●行程 キナーレ発（午前８時30分）～川西総合体

育館～伊沢和紙伝習施設～まつだい駅周辺アート散

策～松代城～まつだい農舞台（昼食）～美人林～清

津峡～ゆくら妻有（入浴）～キナーレ～川西総合体

育館着（午後５時）

●参加費 高校生以上2,500円、中学生2,050円、

小学生1,850円

〈十日町・中里出発コース〉 ●期日 ７月29日f

●行程 キナーレ発（午前９時）～中里総合センター

～ミオンなかさと周辺散策～ドーム中里き☆ら・ら

（プラネタリウム）～大棟山美術博物館～「森の学

定　員 各コースとも先着50人
※10人に達しないコースは中止します

申込み締切り ７月20日d

申込み・問合せ
観光交流課企画観光係1757-3100

校」キョロロ（昼食）～峠の棚田～雲海（入浴）～

キナーレ～中里総合センター着（午後５時）

●参加費 大人2,700円、中学・高校生2,200円、

小学生1,900円

〈松代・松之山出発コース〉 ●期日 ８月５日f

●行程 松之山診療所発（午前８時20分）～まつだ

い駅～星と森の詩美術館～ナカゴグリーンパーク～

ベルナティオ（昼食）～おとぎの国美術館～神宮寺

～キナーレ（入浴）～まつだい駅～松之山診療所着

（午後５時）

●参加費 高校生以上2,500円、中学生2,000円、

小学生1,800円

駅
長
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に

ほ
く
ほ
く
線

駅
・
施
設
見
学
の
旅

呆ぼ

け
老
人
を
か
か
え
る
家
族
の
会

新
潟
県
支
部
妻
有
地
区
の
集
い

（社）

（福）（福）

問合せ

752-0737

597-3607

598-2715

597-3273

596-2194

使　用　料

一般・高校生200円、小・
中学生100円、幼児50円

一般・高校生200円、
小・中学生100円、
幼児無料

一般・高校生50円、
小・中学生・幼児30円

定休日

毎週火曜日

な　し

開場時間

午前９時～午後６時30分
（8月13日以降は午後5時まで）

開設期間

７月23日g～
８月28日a

７月１日f～

８月31日d

７月23日g～
８月31日d

７月下旬～
８月31日d

施設名

市民プール

松代プール

室野プール

蒲生プール

松之山プール

午前９時～
午後５時

午前10時～午後５時

ひ
と
え
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お知らせ・ガイド 十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の1には市外局番025が必要です お知らせ・ガイド

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
を
利
用
し
て
授

業
を
行
う
通
信
制
大
学
（
大
学
院
）

で
す
。
●
募
集
学
生
＝
▼
教
養
学
部

‥
全
科
生
、
選
科
生
、
科
目
生
▼
大

学
院
‥
修
士
選
科
生
、
修
士
科
目
生

●
募
集
期
間
＝
８
月
31
日
d
ま
で
●

資
料
請
求
・
問
合
せ
＝
放
送
大
学
新

潟
学
習
セ
ン
タ
ー
（
1
０
２
５
│
２

２
８
│
２
６
５
１
）

町
内
単
位
で
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
８
月
１
日
b

ま
で
に
、
市
民
生
活
課
防
災
安
全
係

（
内
線
１
５
２
）

厚
生
労
働
省
で
は
、
７
月
末
現
在

で
常
用
労
働
者
を
１
〜
４
人
雇
用
す

る
事
業
所
を
対
象
に
、
毎
月
勤
労
統

計
特
別
調
査
を
行
い
ま
す
。
こ
の
調

査
は
、
賃
金
や
労
働
時
間
、
労
働
者

数
の
動
向
を
都
道
府
県
別
に
明
ら
か

に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
調
査
結

果
は
統
計
を
作
る
た
め
の
み
に
使
用

し
ま
す
。
７
月
下
旬
か
ら
８
月
末
ま

で
調
査
員
が
う
か
が
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
●
調
査

対
象
地
域
＝
十
日
町
市
島
・
高
田
町

３
西
●
問
合
せ
＝
県
統
計
課
（
1
０

２
５
│
２
８
５
│
５
５
１
１
）

●
相
談
日
時
＝
毎
週
火
曜
日
午
前
10

時
〜
正
午
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
震

災
復
興
を
め
ざ
す
中
越
ひ
ま
わ
り
基

金
法
律
事
務
所
（
1
０
２
５
８
│
39

│
２
６
１
１
）

7
に
い
が
た
産
業
創
造
機
構
の
設

備
貸
与
制
度
が
改
正
さ
れ
、
利
率
が

引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。
●
改
正
後

利
率
＝
割
賦
損
料
（
利
率
）
年
２
・

４
％
（
改
正
前
２
・
６
％
）、
月
額
リ

ー
ス
料
率（
７
年
リ
ー
ス
）月
額
１
・

３
８
７
％
（
改
正
前
１
・
３
９
８
％
）

●
問
合
せ
＝
7
に
い
が
た
産
業
創
造

機
構
（
1
０
２
５
│
２
４
６
│
０
０

５
２
）

Ｊ
Ｒ
信
濃
川
発
電
所
で
は
、
河
川

水
難
事
故
防
止
の
た
め
、
宮
中
取
水

ダ
ム
か
ら
小
千
谷
市
千
谷
島
ま
で
の

信
濃
川
沿
岸
に
ダ
ム
放
流
警
報
用
サ

イ
レ
ン
・
ス
ピ
ー
カ
ー
を
設
置
し
て

い
ま
す
。
ダ
ム
か
ら
水
を
放
流
す
る

と
き
は
警
報
す
る
の
で
、
早
め
に
安

全
な
場
所
へ
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

ダ
ム
か
ら
放
流
す
る
と
き
は
増
水
が

早
い
の
で
、
十
分
に
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。
警
報
が
な
く
て
も
増
水
し
て

き
た
ら
、
急
い
で
避
難
し
て
く
だ
さ

い
。
●
問
合
せ
＝
Ｊ
Ｒ
信
濃
川
発
電

所
（
1
０
２
５
８
│
82
│
２
７
０
２
）

「
犯
罪
の
被
害
に
あ
っ
た
が
検
察

官
が
事
件
を
裁
判
に
か
け
て
く
れ
ず

納
得
で
き
な
い
」。こ
ん
な
不
満
を
持

っ
て
い
る
人
の
た
め
に
検
察
審
査
会

と
い
う
国
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。
検

察
審
査
会
で
は
、
選
挙
権
を
有
す
る

一
般
市
民
の
中
か
ら
く
じ
で
選
ば
れ

た
11
人
の
審
査
員
が
、
犯
罪
被
害
者

な
ど
の
申
立
て
に
よ
っ
て
、
検
察
官

が
事
件
を
裁
判
に
か
け
な
か
っ
た
こ

と
が
正
し
い
か
ど
う
か
を
審
査
し
ま

す
。
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
、
費
用
は

一
切
か
か
り
ま
せ
ん
。
気
軽
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。
●
問
合
せ
＝
長
岡

検
察
審
査
会
事
務
局
（
1
０
２
５
８

│
35
│
２
１
４
１
）
ま
た
は
高
田
検

察
審
査
会
事
務
局
（
1
０
２
５
│
５

２
４
│
５
１
６
０
）

薬
物
乱
用
防
止
「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ

イ
。」
普
及
運
動
が
７
月
19
日
c
ま

で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
若
者
た
ち

を
中
心
に
世
界
中
で
急
増
し
て
い
る

麻
薬
や
覚
せ
い
剤
の
乱
用
。
薬
物
は
、

乱
用
者
の
心
や
体
を
む
し
ば
む
ば
か

り
で
な
く
、
家
庭
の
崩
壊
や
悲
惨
な

事
件
の
原
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。
社

会
が
一
丸
と
な
っ
て
薬
物
乱
用
の
撲

滅
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。
●
問
合
せ

＝
健
康
支
援
課
地
域
医
療
係
（
内
線

１
２
７
）

●情報館へ＝山田郁子（下条

栄町）丸山セイ（稲葉）

彦坂大三郎（中里下山）

水落勝（岩野）庭野勇吉

（高田町３西）阿部昌義（寿

町２・３）山崎巌（高田町

６）原田千佳子（千代田町）

高橋一郎（城之古１）金井

建一（上越市）鈴木陽之

助（横浜市）大平栄一郎

（富士宮市）

●博物館へ＝高木清一（高田

町２）斎木文夫（美雪町）

大久保健（新座４）大久

保徳子（新座４）丸山良一

（吉田山谷）

６月25日届出分まで（敬称略）

寄付ありがとう寄付ありがとう

防
犯
灯
を
現
物
支
給
し
ま
す

ご
存
じ
で
す
か
？

検
察
審
査
会

毎
月
勤
労
統
計
調
査

特
別
調
査
に
ご
協
力
を

信
濃
川
の
増
水
に
注
意
！

被
災
者
の
た
め
の

無
料
法
律
相
談

「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」
は

薬
物
乱
用
防
止
の
合
言
葉

設
備
貸
与
制
度
の
利
率
が

引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た

日
〜
60
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人
※

ヘ
ル
パ
ー
３
級
以
上
の
人
優
先
●
試

験
期
日
＝
書
類
選
考
の
結
果
、
申
込

者
に
通
知
●
試
験
内
容
＝
作
文
・
面

接
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
７
月
25
日

b（
必
着
）ま
で
に
、履
歴
書
を
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
ほ
く
ほ
く
の
里
（
〒

９
４
２
│
１
５
２
７
太
平
６
６
４
ー

４
1
５
９
７
│
２
０
２
０
）
に
提
出

県
教
育
委
員
会
で
は
、
来
年
度
津

南
町
に
開
校
を
予
定
し
て
い
る
中
等

教
育
学
校
の
学
校
名
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
中
等
教
育
学
校
は
、
中
学
生

と
高
校
生
に
あ
た
る
年
代
の
子
ど
も

に
６
年
間
の
一
貫
教
育
を
行
う
学
校

で
す
。
中
高
一
貫
教
育
校
と
し
て
は
、

県
内
で
５
校
目
に
な
り
ま
す
。
●
申

込
み
・
問
合
せ
＝
７
月
20
日
d
ま
で

に
、
は
が
き
な
ど
に
学
校
名
と
推
薦

理
由
を
記
入
し
て
県
立
中
等
教
育
学

校
開
設
準
備
室
（
〒
９
４
９
│
８
２

０
１
津
南
町
大
字
下
船
渡
戊
２
９
８

│
１
、
県
立
津
南
高
校
内
1
７
６
５

│
２
０
６
２
）

Ｊ
Ｃ
ま
つ
り
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
出
店
者
を
募
集
し
ま
す
。
ま
つ
り

の
テ
ー
マ
は
、「
が
ん
ば
ろ
う
十
日

町
！
笑
顔
で
繋
ご
う
未
来
の
大
人
達

へ
」。会
場
に
は
夏
の
雪
遊
び
場
が
で

き
、
自
衛
隊
の
特
殊
車
輌
が
展
示
さ

れ
、
夜
に
は
花
火
も
上
が
り
ま
す
。

●
期
日
＝
７
月
30
日
g
午
前
11
時
〜

午
後
９
時
●
会
場
＝
信
濃
川
水
辺
の

楽
校
つ
ま
り
っ
子
広
場
●
申
込
み
・

問
合
せ
＝
6
十
日
町
青
年
会
議
所

（
十
日
町
商
工
会
議
所
内
1
７
５
７

│
５
１
１
１
）

お
い
し
く
て
手
軽
な
ご
は
ん
に
合

う
お
か
ず
を
募
集
し
ま
す
。
●
応
募

資
格
＝
県
内
在
住
の
高
校
生
・
専
門

学
校
生
・
大
学
生
の
３
人
グ
ル
ー
プ

●
募
集
作
品
＝
①
主
菜
（
豚
肉
使
用
）

と
副
菜
②
食
材
は
す
べ
て
県
産
農
林

水
産
物
を
使
い
、分
量
は
４
人
分
、経

費
は
２
、
０
０
０
円
以
内
③
下
ご
し

ら
え
を
含
め
て
60
分
以
内
で
調
理
で

き
る
も
の
●
審
査
＝
①
書
類
審
査

（
10
点
選
考
）
②
実
演
審
査
（
10
点
の

応
募
者
が
実
演
）
●
表
彰
＝
最
優
秀

賞
・
優
秀
賞
・
ア
イ
デ
ア
賞
各
１
点

※
各
賞
と
も
賞
品
は
新
潟
産
コ
シ
ヒ

カ
リ
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
７
月
22

日
f
ま
で
に
、
提
案
書
（
申
込
先
に

配
置
）
と
完
成
品
の
写
真
を
県
農
林

水
産
部
食
品
・
流
通
課
流
通
推
進
係

（
〒
９
５
０
│
８
５
７
０
1
０
２
５

│
２
８
０
│
５
３
０
４
）

●
受
付
期
間
＝
①
海
上
保
安
学
校
７

月
19
日
c
〜
８
月
２
日
c
、
②
海
上

保
安
大
学
校
８
月
25
日
e
〜
９
月
６

日
c
●
採
用
人
数
＝
①
船
舶
運
行
シ

ス
テ
ム
課
程
50
人
・
情
報
シ
ス
テ
ム

課
程
20
人
・
海
洋
科
学
課
程
５
人
・

航
空
課
程
10
人
②
45
人
●
試
験
期
日

＝
①
９
月
25
日
a
②
10
月
29
日
g
・

30
日
a
●
身
分
・
給
与
＝
入
校
（
18

年
４
月
）
と
同
時
に
国
家
公
務
員
と

な
り
、
在
学
中
は
月
額
約
14
万
円
を

支
給
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
第
九
管

区
海
上
保
安
本
部
総
務
部
人
事
課

（
1
０
２
５
│
２
４
４
│
４
１
５
１
）

環
境
省
で
は
、
環
境
に
優
し
い
行

動
に
取
り
組
む
家
庭
（
エ
コ
フ
ァ
ミ

リ
ー
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
家
庭

の
代
表
者
を
「
我
が
家
の
環
境
大
臣
」

と
し
て
登
録
す
る
と
、
①
我
が
家
の

エ
コ
日
記
に
よ
る
エ
コ
度
チ
ェ
ッ
ク

が
で
き
る
②
エ
コ
ラ
イ
フ
に
関
す
る

た
く
さ
ん
の
情
報
が
得
ら
れ
る
③
全

国
の
エ
コ
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
交
流
が

で
き
る
、
な
ど
楽
し
み
な
が
ら
環
境

に
優
し
い
暮
ら
し
を
実
践
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
登
録
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（h

ttp
://w

w
w
.e
c
c
-fa
m
ily
.

jp

）
で
で
き
ま
す
。

17
年
度
海
上
保
安
学
校
・

海
上
保
安
大
学
校
学
生
募
集

合併記念イベントに補助金を交付します

補助対象

十日町市民または十日町市内の事業所で組織され

る団体　※個人は対象外

補助金額

上限５万円　※1,000円未満切り捨て

応募方法

新市の誕生を市民がともに喜び合える事業や市民

の交流が深まる契機となる事業で、次の条件をすべ

て満たした事業

①イベント開催にあたり、市民だれでも参加でき

るように広く広報すること

②イベント開催を告知するチラシやポスターに

「新市誕生記念」「合併記念」など新市の誕生を祝う

言葉を表すこと

③18年３月31日までに完了する事業であること

④総事業費が１万円以上であること

⑤公序良俗に反しない事業であること

その他

・当該補助金の活用は、１団体１回限りとします

・補助金を活用したい団体は、「新十日町市誕生記念

事業補助金交付要綱」に従って申請手続きをとって

ください

・４月１日以降、①～⑤の条件を満たしてすでに事

業を実施した場合は相談してください

十日町市では、新市の誕生を記念して、市

民の皆さんが取り組むイベントなどの開催経

費の一部を助成します。ぜひこの補助金を活

用して、新市全体の交流が進むような楽しい

イベントを開催してください。

食
の
に
い
が
た
学
生
料
理

コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

新
中
等
教
育
学
校
の

学
校
名
募
集

エ
コ
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集

申込み・問合せ 総合政策課行革協働係1757－3111（内線232）または各支所地域振興課

Ｊ
Ｃ
ま
つ
り
２
０
０
５

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

放
送
大
学

10
月
入
学
生
募
集

▼
市
報
の
愛
称
「
だ
ん
だ
ん
」
が
表
紙
デ
ビ

ュ
ー
を
飾
り
ま
し
た
。
い
か
が
で
す
か
？
愛

称
募
集
に
は
、
予
想
以
上
に
た
く
さ
ん
の
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
市
民
の
み
な

さ
ん
が
市
報
に
目
を
通
し
て
く
だ
さ
っ
て
い

る
こ
と
、
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る

こ
と
と
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
併
せ
て
今
号

か
ら
、
定
番
コ
ー
ナ
ー
が
始
ま
り
ま
し
た
。

取
材
で
聞
い
た
内
容
を
、
気
持
ち
や
思
い
が

伝
わ
る
よ
う
文
章
に
す
る
こ
と
は
難
し
い
で

す
が
、
大
変
な
分
、
取
材
を
通
し
て
得
る
も

の
は
大
き
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
市
民
の
皆

さ
ん
の
声
を
た
く
さ
ん
拾
っ
て
、
皆
さ
ん
と

共
に
市
報
作
り
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。「
だ
ん
だ
ん
」
共
々
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

（優）

▼
新
市
誕
生
以
来
３
か
月
。
当
初
、
市
報
づ

く
り
は
ま
さ
に
手
探
り
状
態
で
し
た
が
、
少

し
ず
つ
ペ
ー
ス
を
つ
か
み
、
今
号
か
ら
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
と
な
り
ま
し
た
。
わ
か
り
や
す
い

と
こ
ろ
で
は
愛
称
で
す
。
手
に
し
た
瞬
間
、

パ
っ
と
目
に
入
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
は
、
市
報
の
新
た
な
「
顔
」
と
し
て

可
愛
が
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
定
番
コ
ー

ナ
ー
も
よ
う
や
く
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
10

日
・
25
日
各
号
の
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ー
ナ
ー
に

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
登
場
い
た
だ
く
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ほ
か
に
も
、
多
く
の
箇
所

に
手
を
加
え
、
よ
り
見
や
す
く
、
よ
り
親
し

み
や
す
く
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
の
感
想

を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
は
、
こ
の

編
集
後
記
の
よ
う
に

「
あ
ち
こ
た
ね
」
と

言
っ
て
も
ら
え
ま
す

よ
う
に
。

（玉）

合併記念イベントに補助金を交付します
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■
編
集
/総
務
課
広
報
広
聴
係

ば
け
が
に
の
化
石
さ
が
し

300年前にブラックホールに落ちたばけがにの化石をさがしに出かけたよ。ぼくが宇宙船にのって宇宙の魚をつっているんだ。

本山哲広さん（１年）

お
花
の
国
で

い
っ
し
ょ
に
遊
ぼ
う

きれいなお花が
咲くように妖精

が

お水をまいてく
れたの。たくさ

んの

色を使って大変
だったけど、妖

精が

まいたお水はう
まくかけたよ。

南雲小夜花さん
（２年）

竹
の
子
と
っ
た
よ

春の自然体験学習で竹の子とりに
行ったよ。ぼくと友だちでいっぱい
とったんだ。竹の子と人間がじょう
ずにかけたよ。

竹内隆盛さん（３年）

この太い竹の子
とれないな

春
の
自
然
体
験
学
習
で
大
き
く

て
太
い
竹
の
子
を
見
つ
け
、
一
生

懸
命
採
り
ま
し
た
。
曲
げ
た
足
は

大
変
だ
っ
た
け
ど
、
手
の
先
は
う

ま
く
か
け
ま
し
た
。

竹
内
孝
晃
さ
ん
（
４
年
）
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いろんな色の針
金で船を作りま

し

た。骨組みの黒
い針金は固くて

難し

かったです。
ポイントは金

の針金。

青の救命ボート
も工夫しました

。

村山翔太さん（
５年）

無
名
異
焼
き
の
湯
の
み

５月に佐渡へ修学旅行に行ったときにろくろを使って作りました。粘土が柔らかくて緊張したけど、きれいな形にできました。

江口沙央里さん（６年）

市民の動き ■人　口 63,710人（＋2） 男 31,227人（＋8） 女 32,483人（－6）
■世帯数 19,858世帯（－4） 6月末現在（ ）は前月からの増減
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